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●特集　平成21年度施政方針と予算案の概要
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第
１
回
光
市
議
会
定

例
会
が
２
月
24
日
か
ら

開
催
、平
成
21
年
度
予
算

な
ど
の
議
案
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
会
の
初
日
、市
川
市

長
か
ら
平
成
21
年
度
の

施
政
方
針
と
予
算
案
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
の

で
、そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
昨
年
11
月
、第
２
代
市
長
に
就
任
し
、３

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
か

ら
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
、「
公

平
・
公
正
」
を
基
本
理
念
に
、「
対
話
」
を

重
視
し
な
が
ら
、
全
身
全
霊
を
傾
注
し
市

政
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
予
算
は
「
応
援
」
と
「
決

断
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
市
民
生
活

応
援
型
施
策
と
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
対
話
に
よ
り
道
筋
を
つ
け
て
い

く
も
の
で
す
。

■
市
政
運
営
と
重
点
政
策

　
市
長
就
任
後
、
職
員
と
の
「
対
話
」

に
よ
る
意
思
疎
通
が
重
要
と
考
え
、

早
朝
な
ど
を
活
用
し
管
理
職
員
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
う
し
た
対
話
を
通
じ
た

力
を
組
織
力
と
し
て
結
集
し
、
ま
ち

い

づ
く
り
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、計

画
し
た
施
策
、
事
業
を
検
証
す
る
た

め
、短
・
中
期
的
な
市
政
の
課
題
等
に

つ
い
て
市
民
と
の「
対
話
集
会
」を
開

催
し
ま
す
。

　
行
政
の
仕
事
は
、
事
業
内
容
や
進

め
方
に
重
点
を
置
き
、
成
果
の
検
証

が
不
十
分
で
す
。そ
の
た
め
、目
標
を

ど
こ
ま
で
達
成
で
き
た
か
の
検
証
が

重
要
で
す
。
特
に
、「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
」、「
利
便
性
が
向
上
し
た
」、「
快

適
で
心
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
」
と

い
う
観
点
か
ら
の
評
価
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
が
株
式
会
社
光
市
の
利
潤
で
、

市
民
に
平
等
に
分
配
さ
れ
る
も
の
と

考
え
、
検
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
施

策
展
開
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
光
市

の
理
念
を
常
に
念
頭
に
置
く
こ
と
を

職
員
に
徹
底
し
ま
す
。

■
施
策
展
開
の
ポ
イ
ン
ト

【
対
話
】

【
株
式
会
社
光
市
の
利
潤
】
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■
は
じ
め
に
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努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
後
と
も
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
推

進
に
努
め
、
市
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
市

政
へ
の
安
心
感
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う

全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の

皆
様
へ
の「
生
活
応
援
」と
市
民
の
生
活
実

感
向
上
の
た
め
、「
対
話
」「
調
和
」「
人
の

輪
」
の
『
３
つ
の
「
わ
」』
を
市
政
運
営
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
や
さ
し
さ
溢
れ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
ま
い
進
し
ま
す
。

　
今
後
、
市
役
所
か
ら
「
株
式
会
社
光
市
」

へ
の
転
換
を
目
指
し
、
施
策
の
選
別
と
重

点
化
、計
画
的
な
施
策
展
開
に
努
め
、限
ら

れ
た
財
源
の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
活
用

と
最
少
の
経
費
で
よ
り
大
き
な
行
政
効
果

を
上
げ
る
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
本
年
は
本
市
が
将
来
に
向
か
っ
て
更
に

飛
躍
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
課
題

に
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
年
、
ま

さ
に
「
決
心
、
決
断
の
年
」
で
す
。

　
議
会
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
と
多
く

え
い
ち

の
対
話
を
重
ね
、叡
智
を
結
集
し
、冷
静
な

判
断
で
本
市
の
歩
む
べ
き
姿
を
見
極
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
と
心
を
一
つ

に
力
を
あ
わ
せ
、そ
の
実
現
の
た
め
、全
力

を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

　
ど
う
か
、議
会
を
は
じ
め
、市
民
の
皆
様

方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
政
策
は
市
民
の
た
め
に
」
を
念
頭

に
、
生
活
者
の
暮
ら
し
の
不
安
や
中
小

企
業
な
ど
の
経
営
不
安
に
応
え
る
市
民

応
援
型
予
算
と
し
、
市
民
生
活
の
向
上

と
地
域
経
済
の
安
定
を
目
指
し
て
、
地

域
経
済
の
厳
し
い
現
状
に
配
慮
し
、
平

成
21
年
３
月
の
補
正
予
算
と
の
一
体
予

算
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
択
と
集
中
の
観
点
か
ら
、
総

合
計
画
の
「
ひ
か
り
未
来
戦
略
」
に
重
点

化
を
図
る
と
と
も
に
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

掲
げ
た
「
人
生
幸
せ
実
感
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

な
ど
三
つ
の
生
活
実
感
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
は
、
入
院
時
の
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　
市
の
借
金
（
市
債
）
は
、
道
路
や
公
共

施
設
な
ど
長
期
間
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
施
設
を
整
備
す
る
際
、
一
定
の
条

件
の
も
と
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
整
備
す
る
年
に
住
ん
で
い
る
市

民
だ
け
で
建
設
費
用
を
負
担
す
る
と
、
コ

ス
ト
負
担
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
の
間
に
不

公
平
感
が
生
じ
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
人
々
が
世
代
を
超
え
て
公
平
に
負
担

す
る
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
後
年
度
に
負
担
を
先

送
り
す
る
こ
と
か
ら
、
市
民
生
活
に
真
に

必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
計
画
的
に
進

め
、
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た

め
、
適
正
か
つ
節
度
あ
る
市
債
の
活
用
に

■
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

■
財
政
運
営
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平成21年度の光市一般会計当初予算額（案）は200億円（対前年度当初予算比1.1％減）、

特別会計の当初予算額（案）は149億 8,693万円（対前年度当初予算比3.6％減）となりました。

　目的別にみると、教育費において前年度と
の増加額がもっとも大きく、約1億9千万円(11.3
％)の増となっています。これは、小中学校施設
の耐震化や、浅江・島田小学校への第２留守家
庭児童教室の設置などが主な要因です。

　簡易水道特別会計は、21年度から岩屋・伊保木簡易水道と大和簡易水道が上水道に統合されることから前
年度より44.3%減少しました。また老人保健特別会計は、制度改正に伴い98.8%の減となりました。

　市税については、景気後退の影響による法人市
民税の大幅な減少が見込まれており、全体では約
14億7千万円（13.2％）の減となっています。
　地方交付税については、国の計画など8億7
千万円（43.9％）の増を見込んでいます。国庫
支出金は小中学校施設耐震化事業への着手など
から、約9千万円（5.5％）の増、県支出金は光
漁港広域漁港整備事業費の減や、県知事選挙事
務費委託金の皆減などから、約2千万円（1.3％）
の減となっています。
　市債については、国の計画における臨時財政
対策債の伸び（81.7％増）や、小中学校施設耐
震化事業に伴う合併特例債の発行などから、約
3億9千万円（36.5％）の増を見込んでいます。

予算(案)の概要 グラフで見る市の予算

■一般会計歳出

■一般会計歳入

　性質別にみると、人件費では、職員数や退職者数の
減少などにより、前年度より約3億3千万円(8.5％)減少し
ています。物件費では、制度改正などに伴う電算システム
改修委託料の増加や、可燃物ごみ収集業務の一部民間委託
の導入により、約1億6千万円（6.8％）の増となっていま
す。

■特別会計

市税48.2%

地方交付税 
14.3％ 

国庫支出金 
8.3％ 

市債 7.2％ 

諸収入 4.3％ 
繰入金 3.2％ 

地方消費税交付金 2.2%
分担金・負担金 1.5％ 

 

その他  3.8%

使用料・手数料 1.3%

県支出金 5.7％ 

市税の内訳 

固定資産税 
18.4%

個人市民税 
14.0%

法人市民税 
11.2%

その他　4.6%

消防費4.0%

農林水産業費 
3.6%

商工費 3.8%
その他 1.4%

目的別 

民生費 27.5%

衛生費 13.7%

土木費  
13.3%

総務費 
11.7%

公債費11.4%

教育費 
9.6%

性質別 人件費  
　17.7%

補助費等 
17.9%

扶助費  
15.6%

公債費 
11.4%

繰出金12.3%

物件費  
12.3%

投資的経費 
8.6%

投資及び出資金 
貸付金 3.1% その他1.1%
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その他 10000

衛生費 民生費 総務費 議会費 

土木費 商工費 農林水産業費 労働費 

その他 公債費 教育費 消防費 

ｗｅｌｃｏｍｅ 

予算を人口数で考える １人あたりの予算 
 
１人あたりの予算 

4,082円 42,726円 100,687円 50,029円 

519円 13,290円 14,057円 48,692円 

14,503円 34,979円 41,840円 722円 

□１人あたりの行政経費　　366,126円 
□１人あたりの市税負担額　176,431円 

　右の目的別歳出をもとに、平成21年2月末現在の住民基
本台帳に記載される人口54,626人で「市民１人あたりの予
算額」を算出しました。高齢者や障害者、児童などへの福
祉に使われる「民生費」に一番多く使われています。

　平成21年度の一般会計の200億円を年収300万円の家庭の
家計簿に当てはめてみました。家庭の家計簿と市の予算では
お金の使い方や規模も違うので単純に比べられないところも
ありますが、一つの目安としてご覧ください。

家計簿に見る予算
市の予算を家計簿にたとえると…

【歳出総額】 

  5,690,091 
     118,651 
       27,764 
  4,880,859 
         5,782 
  3,623,102 
     640,682

市税 
地方譲与税 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
ゴルフ場利用税交付金 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金 
地方交付税 
交通安全対策特別交付金 
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国庫支出金 
県支出金 
財産収入 
寄附金 
繰入金 
繰越金 
諸収入 
市債 

議会費 
総務費 
民生費 
衛生費 
労働費 
農林水産業費 
商工費 
土木費 
消防費 
教育費 
災害復旧費 
公債費 
諸支出金 
予備費 

 

  9,637,703 
     175,266 
       58,971 
       22,856 
         4,554 
     442,037 
         6,160 
       58,676 
     147,000 
  2,850,000 
         8,500 
     303,078 
     256,288 
  1,656,261 
  1,145,467 
       82,932 
                2 
  　640,000 
     200,000 
     861,249 
  1,443,000

   222,967 
2,333,974 
5,500,121 
2,732,889 
     28,341 
   725,979 
   767,885 
2,659,834 
   792,249 
1,910,784 
       2,670 
2,285,553 
              2 
     36,752

 

国民健康保険 
簡易水道 
墓園 
下水道事業 
老人保健 
介護保険 
後期高齢者医療 

20,000,000【歳入総額】 

20,000,000

【総額】 14,986,931

（単位：千円） 

（単位：千円） 特　別　会　計 

一　般　会　計 

△13.2 
△7.7 
8.1 

△54.2 
△76.9 
0.7 
22.2 
△35.1 
2.8 
43.9 
△3.4 
△5.8 
0.9 
5.5 
△1.3 
△0.5 
0.0 
30.6 
△33.3 
△4.6 
36.5

△3.0 
△10.4 
2.2 
△7.3 
3.3 
3.6 
13.3 
△1.2 
△0.4 
11.3 
0.0 
△4.8 
0.0 

△21.9

△1.9 
△44.3 
△4.2 
0.0 

△98.8 
3.3 
△0.3

 
（前年度比） 

（前年度比） 

平成21年度　
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ストに基づいた事業（案）
公約に掲げた3つの生活実感プログラム、「人生幸せ実感プログラム」、「元気なまち実感プロ

グラム」、「安全・安心実感プログラム」に基づき取り組む事業の概要を紹介します。

　　 父子家庭医療費助成　70万円
　現行の母子家庭医療費助成制度に加え、21年度か
ら新たに父子家庭への医療費助成制度を創設します。

・三島温泉健康交流施設の整備　61万円
　市民誰もが安心して利用できる施設となるよう、
市民福祉の向上と健康増進の観点から導入機能や施
設規模、利用料金などの見直しを図ります。

　浅江・島田第2留守家庭児童教室設置

　　　　　　　　　　　　　　3,302万1,000円
　定員超過が著しい浅江と島田の留守家庭児童教室
（サンホーム）に第２
サンホームを設置し
ます。浅江は図工室
を改修し、空き教室
の無い島田について
は、運動場に施設を
新設します。

　子ども医療費助成　300万円
　現行の乳幼児医療費助成制度は、小学校就学前乳
幼児の通院、入院及び歯科受診に対して一定の所得
要件のもとで適用していますが、21年度は本市独自
の施策として「子ども医療費助成制度」を創設し、一
定の所得要件のもと
で、小学１年生から
６年生までの子ども
の入院時の医療費を
無料化します。

・小中学校施設耐震化　　　　　2億3,260万円
　児童・生徒の安全を確保するため、小中学校施設の
耐震化に積極的に取り組みます。21年度は浅江小・島
田小・室積中・島田中の４体育館の耐震補強工事に着
手するとともに、次年度以
降の耐震補強工事に向け、
上島田小・光井小・岩田小・
大和中の4体育館の実施設
計、島田小・浅江小・室積
中・大和中の4校舎の耐震
二次診断を進めます。

　「（仮称）光市消費生活センター」の設置

　　　　　　　　　　　　　　273万5,000円
　市役所に「（仮称）光市消費生活センター」を設置
し、専門の相談員が消費生活全般に関する相談を受
付け、消費生活相
談体制の強化を
図ります。

　　  妊婦健康診査の拡充　2,414万 4,000円
　これまで妊婦健康診査については、第3子以降は
全14回のすべてを、第1・2子については全14回の
うち5回分のみを公費負担していましたが、21年度
から制度をさらに拡充し、全ての妊婦について全14
回分を公費負担します。
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市長マニフェ

　市民応援プログラム調査事業　200万円
　高齢者や障害者などの生活支援と小売店舗等の活性
化などの方策を検討するため、「市民応援プログラム
調査事業」に取り組みます。

　「中小企業融資利子補給制度」の創設

　　　　　　　　　　　　　　140万円
　緊急経済対策として、地元中小事業者などの資金
調達に対する利子補給制度を創設し、経営改善に向
けた取り組みを支援します。

　 子どもの遊び場の安全確保　　

　　　　　　 380万5,000円
　市内の児童遊園地や、保育園、幼稚園などに設置し
た遊具について、専門技術者による一斉点検を実施す
るとともに、遊具の点
検記録や修繕履歴など
が一括管理できるシス
テムを導入し、遊具の
適切かつ効率的な管理
運営に努めます。

・地域医療体制の確保（一般会計繰出金）

　　　7億3,105万 4,000円
　光総合病院および大和総合病院について、病床数
の削減など経営改善に努めながら、両病院の存続を
前提に、地域医療の方向性を検討します。

・待避所などの整備　

　　　　　  600万円

・地区道路などの整備

　　　　   1億110万円

は新規事業　

は見直し・充実した事業

・下水道事業の推進　

　　（一般会計繰出金）

　12億5,000万円

　室積地区を重点とした
幹線管渠などの整備をは
じめ、上島田地区や岩田
地区などでの面的整備を
計画的に推進します。

　乳幼児の事故防止啓発事業　5万円
　乳幼児期における誤飲や、やけどなど不慮の事故を
未然に防止するため、事故の実態調査や啓発資料の配
付、指導などを実施し、乳幼児の事故に対する意識啓
発を進めます。
 　

・瀬戸風線の整備
　早期着工に向けて、引き続き県との連携により、地
元関係者などと協議を重ね、事業の促進に努めます。
　また、周辺土地利用については21年度から土地開
発公社による土地区画整理事業を進めます。
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　に基づいた事業（案）
総合計画に掲げた都市の将来像、「人と自然がきらめく生活創造都市」を実現するため、今年度取り

組む事業のうち、主なものを紹介します。

　緊急通報体制等整備　

　576万5,000円　

　運動器機能向上等教室・通所事業

　408万円　

　障害自立支援サービス等の提供

　5億8,621万 7,000円

　国民健康保険制度の運営　（一般会計繰出金）

　3億3,209万 3,000円

　地域づくり推進事業　

　1,951万 3,000円

　公民館の地区自主運営への移行

　2,892万 1,000円

・市営住宅火災報知器の設置　　　990万円

　 地域防災体制の推進　262万円

・室積海岸の保全　9,000万円
　自然景観に配慮した海岸保全対策を進めるため、
松原地区では測量・
実施設計を行いま
す。また、戸仲地区で
は防砂突堤の設置や
護岸整備のための実
施設計に着手しま
す。

　 介護保険制度の運営　

（一般会計繰出金）

　　5億7,787万1,000円
　介護報酬が改定（平均 3
％増）されますが、基金の
取り崩しにより、保険料を
抑制します。
（保険料月額基準額は平成
20年度を下回る4,045円）

 　光すこやか21推進事業

　129万円

　 人権推進指針（仮称）の策定

　43万円

 　男女共同参画社会推進事業　49万円

・後期高齢者医療制度の運営

　（一般会計繰出金および

　　一般会計広域連合負担金の合計額）

　6億657万1,000円

・村づくり交付金事業　9,275万 1,000円

　地産地消の推進　956万5,000円

・簡易水道の上水道への統合（一般会計繰出金）

　　　　　　　　　　  1億 1,654万 3,000円

・安全で安心なまちづくり推進事業　30万円

・スターライトファンタジー in虹ヶ浜2009　

　　　　　　　　　　　　  　655万1,000円

    人口定住促進事業　81万円
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総合計画　

　 光っ子教育サポート事業　1,414万 8,000円

　 光市グローバル化プラン　168万円

　平成23年度から
小学校に導入され
る外国語活動に先
駆けて、外国語補助
指導員の増員を図
ります。

　 伊籐博文公没後100年記念事業

　　　　　　　　601万 7,000円

　伊藤公が残した偉大な功績を称えながら、郷土の偉
人について理解を深
め、本市のまちづく
りに活かすため、記
念講演や遺品展の開
催をはじめとした多
彩な記念事業を開催
します。

　 　　食育子育て支援事業　　　122万円
　自ら育てた野菜を使っ
た「親子クッキング」や
「食育講座」の開催によ
り、乳幼児期において必
要な「食」の知識を普及し
ます。

・冠山総合公園「子どもの森」の整備　3,295万円

・市営緑町住宅の建て替え　1億8,774万7,000円

   「環境フェスティバル」の開催　150万円

     粗大ごみ等の出張収集サービスの拡大　

　　　　　　　　　　　　　　　252万5,000円

・消防力の整備・充実　2,250万円

・事業所設置奨励等による地域産業の活性化

　　　　　　　　　　　　　1億346万9,000円

　  ごみの減量化・リサイクルの推進　146万3,000円

・緑のカーテン普及事業　20万円

　 太陽光発電システム設置費助成　380万円　
　住宅用太陽光発電シス
テムの設置に対する助成
制度を創設し、省エネル
ギーの促進や新エネル
ギーへの転換を推進しま
す。
　

　は新規事業　

　は見直し・充実した事業

　  地域子育てサロン事業　　25万円

　　　

   「パパ出番ですよ」事業　14万円

　奨学基金の拡充　2,000万円

・「おいでませ！山口国体」準備　1,949万5,000円

・不登校等児童生徒の対応　433万3,000円

・「石城山神籠石」の保存活用　255万 1,000円
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光漁港広域漁港整備（八幡地区）

松くい虫防除・
海岸松林保護保全

冠山総合公園整備(子どもの森等)

松くい虫防除・海岸松林保護保全

緑町市営住宅建替

川園線道路改良

中央町線道路改良

光漁港海岸保全施設整備（戸仲地区）

室積中学校体育館耐震補強（工事）
校舎耐震（2次診断）
校内電話設置

牛島漁港整備

島田中学校体育館
耐震補強（工事）

リサイクルセンター周辺上水道整備

束荷小学校グラウンド改修

伊藤公の森周辺整備

山田西庄線道路改良

やよい幼稚園テラス天幕張り替えなど

光井地区
排水路整備

光漁港海岸保全施設整備・
                                養浜(松原地区)

東ノ庄地区道路整備

大和スポーツセンター屋根改修
大和総合運動公園グラウンド整備

大和中学校体育館耐震補強（実施設計）
校舎耐震（2次診断）

高野地区集落道整備

山田中岩田線・山田畑線道路改良

藤谷地区集落道整備

山近地区農業用用排水施設整備

黒井地区道路整備

市民ホール施設整備

島田小学校体育館耐震補強（工事）
　   校舎耐震（2次診断）
　   第2留守家庭児童教室整備

図書館施設整備

太郎丸川整備

光井小学校周辺整備、体育館耐震補強（実施設計）

東伊保木枝線道路改良江ノ浦地区道路整備

フィッシングパーク施設整備

栄下地区道路整備

小規模治山(今殿地区)

高尾地区集落道整備・水路改修

新畑農道整備

三輪福祉会館トイレ改修

三輪小学校校内電話設置

末常雨桑線道路改良

生野地区農業用
用排水施設整備

浅江小学校体育館耐震補強（工事）
校舎耐震（2次診断）
第2留守家庭児童教室整備

栄上地区集落道路整備

佐内地区水路改修

防火水槽設置（観音寺地区）

上島田小学校体育館耐震補強（実施設計）

光駅南口
       駐車場整備
　　（実施設計）

第6分団消防ポンプ自動車更新

岩田小学校体育館耐震補強（実施設計）

岩狩線改良

山田地区農業用用排水施設整備

目で見る主な建設事業（案）
平成21年度
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○20年度に利率の高い市債を利率の低いものに借り換えて繰上 
償還することにより、20年度の公債費（借入金返済額）を縮減 

○枠配分方式により内部事務経費を中心として経常的経費を削減 

○19年度から、「行政財産使用料条例」に基づき、市営住宅や学 
校など市の建物や敷地内にある電柱等の占用に対し使用料を徴収 

○ 18年度から、回収古紙類を入札により売却 

○財政健全化計画に基づき、遊休公有財産の処分を促進 

○職員数／20年度398人→21年度391人 
（定員適正化計画の21年度目標職員数402人） 

  

○市、議長、教育長および消防団長交際費を約10％削減 

○人材育成・活用のために、職員の能力や業績を評価する新たな 
人事評価システム導入を推進 

△ 6,280万 
　　　6,000円 
 　（退職手当除く） 

上記のうち 
△133万7,000円 

－ 

市債発行（借入金）の 
抑制 

経常的経費の削減 

健診等の自己負担金の 
徴収の見直し 

行政財産目的外使用料 
の徴収 

回収古紙の売却 

遊休公有財産の処分 

市長の給与の見直し 

各種手当ての見直し 

市・議長等交際費 

人事評価システムの導入 
　　　　　　　（試行） 

※効果額は20年度当初予算額との比較数値 

公的資金補償金免除繰上 
償還の活用 

定員管理の適正化 

○市長給料月額の引き下げ（平成21年 1月から） 

○管理職手当の給料月額に乗じる割合を1％引き上げ 
○特殊勤務の実情などを考慮し、２手当を改定 

可燃ごみ収集の民間委託 ○民間能力の活用と運営コストの縮減を図るため、可燃ごみ 収集を段階的に民間委託 

○岩屋・伊保木簡易水道と大和簡易水道を上水道に統合 簡易水道の統合 

上下水道料金徴収事務の 
一元化 

○事務の効率化と徴収率向上のため、21年度からの上下水道 
料金の賦課・徴収を一元化 

○事務事業評価に基づき、各種団体に対する負担金を整理 
　●各種団体に対する負担金（事業負担金は除く）/増額22件、減額・廃止28件 
○事務事業評価に基づき、各種団体に対する補助金を整理 
　●各種団体に対する補助金（事業補助金等は除く）/増額5件、減額10件 

団体負担金および補助金等の見直し 

事務事業の見直し 

アウトソーシングの推進 

人件費等の削減 

受益者負担の適正化 

財政健全化計画の推進 

目標額  2,400万円 

目標額  2,000万円 

－ 

－ 

○市債発行額は、交付税算入分控除後の額を標準財政規模の3％程度に抑制 
【市債発行予定額】　　　　　14億4,300万円 
【基準により算出した指数】　標準財政規模の2.9％ 
【年度末市債残高見込額】　　184億6,944万5,000円→179億4,471万2,000円 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（△5億2,473万3,000円） 

△498万2,000円 

△1,118万1,000円 
　　（△1.00％） 

412万9,000円 

121万円 

自主財源の確保 

滞納管理システムの 
導入 

○市税などの収納率の向上のため、滞納者に関する情報を 
一元管理するシステムを導入 

 
○高齢者のインフルエンザ予防接種の自己負担額引き上げ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1,050円→1,260円） 
○特定健診の自己負担額引き下げ（2,000円→1,000円） 

 

△103万7,000円 

－ 

△356万7,000円 

△31万5,000円 

総合行政情報システムの 
ダウンサイジング 

○電算システムの維持管理コストを縮減するため、既存のシ
ステムを最大限に活かしつつ、機器のダウンサイジング（小
型化）を実施 

△ 2,427万 
　　　3,000円 

△1万3,000円 

△9万3,000円 

区分 内容 効果額 

行財政改革の取り組み（案）
平成21年度
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●
申
請
・
受
給
者

　
原
則
と
し
て
平
成
21
年
２
月
１
日
現

在
で
給
付
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
世

帯
主
（
外
国
人
の
場
合
は
本
人
）

●
申
請
期
間
　

　
平
成
21
年
３
月
31
日

か
ら
平
成
21

年
９
月
30
日

ま
で

●
申
請
方
法
　

　
定
額
給
付
金
の
受
給
は
市
へ
の
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
４
月
中
旬
ま

で
に
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

　
申
請
は
、
所
定
の
返
信
用
封
筒
に
次

の
書
類
を
添
付
し
て
、
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

●
給
付
方
法

　
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
へ

の
振
り
込
み
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
口
座
の
な
い
人
等
は
、
市
役
所
の
定

額
給
付
金
担
当
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※ 

給
付
は
、
申
請
書
を
受
理
後
、
申
請

内
容
等
を
確
認
・
審
査
し
、
準
備
が
整

い
次
第
、
順
次
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
度
に
申
請
が
集
中
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
確
認
・
審
査

や
金
融
機
関
の
会
計
処
理
の
都
合
に
よ

り
、
申
請
か
ら
給
付
ま
で
に
３
〜
４
週

間
程
度
か
か
る
見
込
み
で
す
。

◎
問
合
せ

　
総
務
課
定
額
給
付
金
担
当
窓
口

             

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

●
支
給
対
象
者

　
世
帯
に
、
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在

で
属
す
る
３
歳
以
上
18
歳
以
下
（
平
成

２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）
の
児
童
が
２
人
以
上
お
り
、

そ
の
う
ち
第
２
子
以
降
で
３
歳
か
ら
５

歳
（
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
児
童
で
、
平
成

21
年
２
月
１
日
（
基
準
日
）
に
次
の
①
ま

た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
支
給
額

　
支
給
該
当
児
童
一
人
に
つ
き
３
万
６

０
０
０
円

●
給
付
対
象
者
　

　
平
成
21
年
２
月
１
日（
基
準
日
）に
、

光
市
で
次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

●
給
付
額

　
給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き
１
万
２
０

０
０
円
。
た
だ
し
、
基
準
日
に
65
歳
以

上
の
人
お
よ
び
18
歳
以
下
の
人
は
一
人

に
つ
き
２
万
円

定
額
給
付
金

子
育
て
応
援
特
別
手
当

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　
人

②
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

　
る
人
（
短
期
滞
在
者
を
除
く
）

定
額
給
付
金

子
育
て
応
援
特
別
手
当

　
　
　
　
　
を
給
付
し
ま
す

　
景
気
後
退
下
で
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
不
安
に
対
処
す
る
た
め
、生
活
支

援
お
よ
び
地
域
の
経
済
対
策
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
定
額
給
付

金
」
を
、
ま
た
多
子
世
帯
の
幼
児
教

育
期
の
子
育
て
負
担
に
対
す
る
配

慮
と
し
て
「
子
育
て
応
援
特
別
手

当
」
を
給
付
し
ま
す
。

・
申
請
書
（
請
求
書
）

・
本
人
を
証
明
す
る
も
の
（
運
転
免

　
許
証
な
ど
）
の
写
し

・
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し

　（
口
座
番
号
お
よ
び
カ
ナ
氏
名
の

　
わ
か
る
も
の
）

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　
人

②
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

　
る
人
（
短
期
滞
在
者
を
除
く
）

【用意するもの】
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郵送 郵送 

郵送 郵送 

定額給付金 子育て応援特別手当 

 

平成21年2月1日（基準日）に以下の①または
②のいずれかに該当する人 
①住民基本台帳に記載されている人 
②外国人登録原票に登録されている人 
（短期滞在者を除く） 

 

世帯に、平成20年4月1日現在で、3歳以上18
歳以下（平成2年4月2日～平成17年4月1日生ま
れ）の子どもが2人以上おり、そのうち第2子
以降で3歳から5歳まで（平成14年4月2日～
平成17年4月1日生まれ）の子どもで「定額
給付金」の基準日要件に該当する人 
 

原則として給付対象者の属する世帯主 
　　　（外国人の場合は本人） 支給児童が属する世帯の世帯主 

一人につき　12,000円 
※ただし、基準日現在で18歳以下および65歳 
　以上は一人につき　20,000円 

支給該当児童一人につき　36,000円 

給付（支給）の 
　　　対象となる人 

給付（支給）金額 

申請・受給できる人 

　
申
請
書
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た

場
合
、
市
か
ら
問
い
合
わ
せ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金

自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い

し
た
り
、
給
付
の
た
め
の
手
数
料

な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

場
合
は
、
生
活
安
全
課
、
定
額
給
付

金
担
当
窓
口
、
ま
た
は
光
警
察
署

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ

　
生
活
安
全
課

　
　 

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

●
申
請
・
受
給
者

　
支
給
児
童
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

●
申
請
手
続
き
な
ど

　
申
請
書
の
様
式
や
申
請
期
間
は
定
額

給
付
金
と
一
体
で
す
の
で
定
額
給
付
金

の
手
続
き
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
外
に
住
所
が
あ
る
児
童
を
保
護

者
の
医
療
保
険
や
税
な
ど
の
扶
養
に
含

め
て
い
る
人
は
、
世
帯
員
に
含
め
算
定

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
合
せ

　
子
ど
も
家
庭
課
保
育
家
庭
係

　
　
　  

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
５

「定額給付金をかたった

　　　　　　　　　にご注意ください」振り込め詐欺　

■一覧表

きちんと
手続き、
できてるわ
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市
職
員
の
給
与
や
定
員
管
理
等
の
状
況
に
つ
い
て
透
明
性
を
高
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に 

よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

1　総括 光
市
の
給
与
・
定
員
管
理
等
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
状
況
に
つ
い
て 2　職員の平均給与月額、初任給等の状況 

（2）職員給与費の状況（普通会計予算） 

（3）特記事項 

（4）ラスパイレス指数の状況 

（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況 

（3）職員の経験年数別・学歴別 
　　　平均給料月額の状況 

　　①一般行政職 　　②技能労務職 

（注）1 職員手当には退職手当を含みません。 
　　　2 職員数は、平成19年4月1日現在の人数です。 

（注）1 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す 
　　　　指数です。 
　　　2 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均した 
　　　　ものです。 

（注1） 「平均給料月額」とは、平成20年4月1日現在における 
　各職種ごとの職員の基本給の平均です。「平均給与月額」と 
　は、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外 
　勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。このうち、 
　上段はこれら全ての諸手当込みのものであり、地方公務員給 
　与実態調査において明らかにされているものです。また、下 
　段は国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤 
　務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家 
　公務員と同じベースで再計算したものです。 
（注2） 「うち○○○○」とあるのは、本市の技能労務職のう 
　ち、職員数が多い順に3つの職種を記載したものです。 

（2）職員の初任給の状況 

区分 

平成19年度 

職員数　A 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B
給与費 1人当たり給与費 

B／A
381人 1,711,820千円 250,915千円 697,093千円 2,659,828千円 6,981千円 

区　分 

一般行政職 

技能労務職 

大学卒 
高校卒 
高校卒 
中学卒 

284,000円 
212,700円 
257,000円 
251,900円 

326,050円 
258,600円 
280,200円 
275,800円 

365,840円 
310,600円 
300,100円 
296,600円 

経験年数 
10年 

経験年数 
15年 

経験年数 
20年 

（各年4月1日現在） 

（平成20年4月1日現在） （平成20年4月1日現在） 

（平成20年4月1日現在） （平成20年4月1日現在） 

 

80

100

光市 類似団体平均 全国市平均 

(H19) 
101.4

(H14) 
99.8

(H19) 
96.7

(H14) 
101.2

(H19) 
97.9

【参考資料】 
 

(H14) 
旧光市 
102.8 
旧大和町 
  98.7

90

95

85

 
 

区分 

光市 

国 

類似団体 

平均年齢 平均給料月額（注1） 平均給与月額（注1） 

44.9歳 

40.7歳 

44.1歳 

364,528円 

325,724円 

347,589円 

420,710円 
388,878円 
426,831円 
378,802円 
　　－ 
383,541円 
429,290円 
394,004円 

山口県 43.5歳 352,525円 

国 

類似団体 

うち清掃作業員 
　　　　（注2） 

うち給食調理員 

うち用務員 

46.0歳 

40.4歳 

54.3歳 

44.9歳 

48.8歳 

48.7歳 

325,671円 

306,163円 

347,420円 

329,400円 

287,094円 

295,059円 

区分 

光市 

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

山口県 47.4歳 342,785円 383,462円 

367,999円 
345,500円 
368,800円 
332,250円 
353,180円 
347,420円 
361,650円 
361,650円 

355,921円 
－ 

320,514円 
335,779円 
317,101円 

（参考） 類似団体平均 
　　  1人当たり給与費 

   6,406千円 

区　分 

一般行政職 

技能労務職 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

中学卒 

光　市 国 

178,800円 

144,500円 

178,500円 

172,600円 

172,200円 

140,100円 

ー 

ー 

178,800円 

144,500円 

140,300円 

ー 

山口県 

（1）人件費の状況（普通会計決算） 

区分 住民基本台帳人口 
（平成19年度末） 

平成19年度 54,730人 21,163,671千円 899,517千円 

歳出額　A 実質収支 

4,191,124千円 

人件費　B 人件費率 
B／A
19.8％ 

（参考）18年度 
の人件費率 
19.6％ 

　技能労務職員の給与等の見直しに向けた取組方針に基づき 
給料、手当の適正化、見直し等に取り組むとともに、可燃ご 
み収集業務等の段階的な民間委託を推進し、定員の適正化に 
努めます。 
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4　職員の手当の状況 

3　一般行政職の級別職員数等の状況 
（1）一般行政職の級別職員数の状況 

（注）1 光市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
　　　2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

困難な業務を所掌する部長の職務及びこれと同程度と認める職務 

市長事務部局の部長及び部次長、教育委員会事務局の教育次長及 
び議会事務局の局長の職務並びにこれらと同程度と認める職務 

市長事務部局の課長、教育委員会事務局の課長、議会事務局の次 
長、選挙管理委員会事務局の局長、農業委員会事務局の局長、公 
平委員会事務局の局長及び監査委員会事務局の局長の職務並びに 
これらと同程度（課長補佐の職務を含む。）と認める職務 

市長事務部局、教育委員会事務局、議会事務局、選挙管理委員会 
事務局及び農業委員会事務局の係長、主任主査の職務並びにこれ 
らと同程度と認める職務 

主査の職務 

主任の職務 

高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務 

定型的な業務を行う職務 

区分 標準的な職務内容 

8級 

7級 

6級 

5級 

4級 

3級 

2級 

1級 

職員数 構成比 

　0人 

　12人 

52人 

85人 

34人 

5人 

0.0％ 

4.1％ 

17.9％ 

31.4％ 

29.3％ 

11.7％ 

3.8％ 

1.7％ 

（平成20年4月1日現在） 

0

20

40

60

80

100

平成20年の構成比 （％） 1年前の構成比 

7級　  4.1％ 

6級　17.9％ 

5級　31.4％ 

3級　11.7％ 

2級 2.6％ 

（3）特殊勤務手当 
支給実績（平成19年度決算） 
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成19年度） 

128,383円 
7

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 
 

徴収手当 

行旅病人、 
死亡人等 
収容手当 

 
1 税務課収納係職員 
2 各徴収担当職員 

1 社会福祉課職員 
2 社会福祉課職員 
3 環境事業課、環境政策課職員　 

 
1 市税の徴収及び滞納処分に従事 
2 市営住宅使用料、下水道使用料、介護保険料等の 
徴収に従事 

  
1　日額 
2　日額 

300円 
300円 

1　1回につき 
2　1回につき 
3　1体につき 

1,600円 
4,000円 
500円 

1 行旅病人の収容に従事 
2 行旅死亡人の収容に従事 
3 犬、猫等の死体の処置及び捕獲の補助業務に従事 

防疫手当 感染症防疫作業に従事する職員 
（社会福祉課、健康増進課職員等） 感染症防疫作業に従事 1回につき 500円 

13,737千円 
28.6％ 

支給職員1人当たり平均支給年額（平成19年度決算） 
手当の種類（手当数） 

（平成20年4月1日現在） 

 

（1）期末手当・勤勉手当 （注　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。 
光　市 山口県 

1人当たり平均支給額（平成19年度）1,806千円 
（平成19年度支給割合） 
　期末手当　　　　　　勤勉手当 
　3.0月分（1.6月分）　   1.5月分（0.75月分） 

（加算措置の状況）職制上の段階、職務の 
級等による加算措置 
・役職加算　5～20％ 

（加算措置の状況）職制上の段階、職務の 
級等による加算措置 
・役職加算　5～20％・管理職加算　15～25％ 

国 

（加算措置の状況）職制上の段階、職務の 
級等による加算措置 
・役職加算　5～20％・管理職加算　10～25％ 

ー 1人当たり平均支給額（平成18年度）1,908千円 
（平成19年度支給割合） 
　期末手当　　　　　　勤勉手当 
　3.0月分（1.6月分）　   1.5月分（0.75月分） 

（平成19年度支給割合） 
　期末手当　　　　　　勤勉手当 
　3.0月分（1.6月分）　   1.5月分（0.75月分） 

（2）退職手当 

（注）　退職手当の1人当たり平均支給額は、平成19年度に退職した職員に支給された平均額です。 

（平成20年4月1日現在） 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
その他の加算措置　　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算） 

自己都合　勧奨・定年 
23.5  月分　30.55月分 
33.5  月分　41.34月分 
47.5  月分　59.28月分 
59.28月分　59.28月分 

光　市 

（支給率) 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
その他の加算措置　　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算） 
1人当たり平均支給額　　　　　　       13,275千円   24,189千円 

自己都合　勧奨・定年 
23.5  月分　30.55月分 
33.5  月分　41.34月分 
47.5  月分　59.28月分 
59.28月分　59.28月分 

国 

（注）平成19年に9級制から8級制に変更しています。 
　　（旧給料表の1級及び2級並びに4級及び5級をそれぞれ統合） 

1級 1.3％ 

91人 

11人 

 

7級　  4.6％ 

6級　17.4％ 

5級　33.6％ 

4級　27.6％ 

3級　12.8％ 

1級 1.7％ 2級 3.8％ 

4級　29.3％ 
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前ページ　特殊勤務手当のつづき

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

福祉事務手当

職務手当

用地交渉手当

異常気圧内作業手当

1 社会福祉主事

1 環境事業課職員
2 深山浄苑職員
3 下水道課職員

4 建築住宅課職員

公用地の取得又は損失補償のた
めその交渉に正規の勤務時間外
に従事する職員（用地課職員等）

下水道課職員

1 福祉に関する現地調査に従事

1 ごみ収集業務に従事
2 し尿処理業務に従事
3 下水道課に勤務する職員で汚水が流入している管渠
　及び排水設備の調査、検査に従事
4 建築住宅課に勤務する職員で市営住宅の維持補修に
   従事

公用地の取得又は損失補償のためその交渉に正規の勤
務時間外に従事

下水道課に勤務する職員で圧搾空気内で行う作業に従事

1　月額 7,400円

1　日額
2　日額
3　日額

4　日額

1,800円
1,300円
300円

300円

日額 300円

日額 300円

（平成20年4月1日現在）

（5）その他の手当

手当名 内容及び支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（平成19年度決算）

支給職員1人当たり
平均支給年額

（平成19年度決算）

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

管理職員
特別勤務手当

単身赴任手当

宿日直手当

扶養親族のある職員に支給
　配偶者　　　　　　　　　　　 13,000円
　配偶者以外の扶養親族
　　1人目
　　配偶者がいる場合　　　　　　6,500円
　　配偶者がない場合　　　　　 11,000円
　　2人目以降　　　　　　　　　 6,500円
　　満16歳に達する年度から満22歳に達す
　　る年度までの子に対する加算
　　（1人につき）　　　　　　　 5,000円

同じ

24,160千円

51,639千円

27,134千円

27,775千円

0千円

552千円

0千円

233,660円

95,494円

86,690円

408,455円

　　0円

276,000円

0円

持家　3,300円（新築5年間4,800円）
借家　上限29,000円（家賃等に応じ）

交通機関利用者　運賃等の相当額
　　　　　　　　　　　　（上限55,000円）
自動車等利用者　3,000円～43,300円
　　　 （片道2㎞以上を距離に応じ17区分）

管理又は監督の地位にある職員に対して支給
　部長職の職員　　　41,500又は40,300円
　課長級の職員　　　　　　　 　29,200円
　課長補佐級の職員　　　　　　 21,000円

管理又は監督の地位にある職員が、臨時又は
緊急の必要により週休日等に勤務した場合に
支給
　部長職の職員　　　　　　　　　8,000円
　課長級の職員　　　　　　　　　6,000円
　課長補佐級の職員　　　　　　　4,000円

赴任によりやむを得ず単身生活をすることと
なった職員で、赴任前の住居から勤務場所ま
での距離が一定以上の職員に対して支給
　基礎額23,000円に距離に応じ6,000円～
　45,000円を加算

宿日直勤務を命ぜられた職員に支給
勤務1回につき　4,200円
（勤務時間が5時間未満の場合は半額）

持家は2,500円
（新築5年間）
借家は上限27,000円

自動車等利用者
2,000円～24,500円
（距離に応じ13区分）

同じ

同じ

同じ

　異なる

異なる

手当額
46,300円
　　　～117,500円

異なる

（平成20年4月1日現在）

（4）時間外勤務手当
支給実績（平成19年度決算）
支給実績（平成18年度決算）

93,110千円
99,296千円

支給職員1人当たり平均支給年額（平成19年度決算）
支給職員1人当たり平均支給年額（平成18年度決算）

244千円

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。

　　　　　　　　　252千円



17

6　職員数の状況

（3）定員管理の数値目標および進捗状況

　①平成17年4月1日～平成22年4月1日における定員管理の数値目標

計画期間
始期

平成17年4月1日
終期

平成22年4月1日

数値目標

44人、10％の削減

（各年4月1日現在）

区　分 職員数
20歳未満
20歳～23歳
24歳～27歳
28歳～31歳
32歳～35歳
36歳～39歳
40歳～43歳
44歳～47歳
48歳～51歳
52歳～55歳
56歳～59歳
60歳以上
　　 計

0人
23人
63人
110人
103人
100人
73人
71人
100人
107人
87人
2人

839人

5　特別職の報酬等の状況
給料月額等

（参考）類似団体における最高／最低額

1,053,000円／443,000円
871,000円／591,500円
799,000円／527,000円
629,000円／345,900円
575,000円／297,700円
550,000円／278,200円

区分

市　長
副市長
収入役
議　長
副議長
議　員
市　長
副市長
収入役
議　長
副議長
議　員

市　長
副市長
収入役

864,000円
707,000円
627,000円
456,000円
399,000円
370,000円

（平成19年度支給割合）
　4.45月分

（平成19年度支給割合）
　3.35月分

（算定方式）　　　　　　　　　　　　  （支給時期）
　86万4千円　×在職月数×56.5/100　　（任期毎）
　70万7千円　×在職月数×36/100　　　（任期毎）
　62万7千円　×在職月数×25/100　　　（任期毎）

給
料

報
酬

期
末
手
当

退
職
手
当

（平成20年4月1日現在）

主な増減理由

（2）年齢別職員構成の状況
（平成20年4月1日現在）

　②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要

（参考）光市定員適正化計画における定員管理の数値目標（数・率）

平成17年4月1日
職員数 純減率

10％44人396人440人

平成22年4月1日
職員数 純減数

部門
区分

計

職員数

職員数

増減

増減

17年
計画始期

17年
1年目

18年
2年目

17～21年
計

440

440 430

430

-10

-10

418

-12

-12

418

－

－

-50
（113.6％）

-50
（113.6％）

（注）1 計画期間は、17年～21年の5年間です。
　　　2 （  ％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示しています。
　　　3 増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、
　　　   計の欄にあっては計画1年目以降現年までの職員増減数の
　　　   累計を示しています。

（各年4月1日現在）

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

（注）1 職員数は一般職に属する職員数です。
　　　2 【　】内は、条例定数の合計です。

区分
部門

職員数
平成19年 平成20年

対前年
増減数

病院
水道
下水道
国民健康保険
介護保険
老人保健
その他
　 小　計

5
95
29
65
50

25
6
41

5
97
28
64
46

26
6
37

ー
2
△1
△1
△4

1
ー
△4

業務増
業務の見直し
業務の見直し
業務の見直し

業務増

業務の見直し
人口1,000人当たり職員数　  5.65人
（類似団体の人口1,000人当たり職員数　  5.39人）

人口1,000人当たり職員数　  6.65人
（類似団体の人口1,000人当たり職員数　  7.32人）
医師・看護師確保困難

業務の見直し

人口1,000人当たり職員数　15.33人

普
通
会
計
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

合　計
【961】 【961】

一
般
行
政
部
門

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木

391
39
13
5
14
1
27
490
872

378
39
11
5
14
1
27
475
839

△13
ー
△2
ー
ー
ー
ー

△15
△33

計

教育部門

小　計

316 309 △7

382 364 △18

66 55 △11 業務の見直し

0

4

8

2

12

14
(％)

20
歳
未
満

20
　
23
歳

28
　
31
歳

32
　
35
歳

36
　
39
歳

40
　
43
歳

44
　
47
歳

48
　
51
歳

52
　
55
歳

24
　
27
歳

60
歳
以
上

56
　
59
歳

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

構成比
5年前の構成比

10

6

一
般
行
政

19年
3年目

398

-20

-20

398

20年
4年目

390

-8

-8

390
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た
場
合
な
ど
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
21
年
度
の
固
定
資
産
税
お

よ
び
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５

月
上
旬
に
発
送
の
予
定
で
す
。
納
税
通
知

書
の
税
額
は
、
こ
の
明
細
書
の
内
容
に
基

づ
い
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
確
定
申
告
の
際
に
こ

の
明
細
書
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
納
税
者
が
他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と

の
比
較
を
通
じ
て
、
自
己
の
所
有
資
産
の

価
格
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
、

縦
覧
帳
簿
を
ご
覧
に
な
れ
る
制
度
（
縦
覧

制
度
）
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
に
な
り
た
い

人
は
、
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
縦
覧
期
間
　
４
月
１
日

〜
６
月
１
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
８
時

30
分
〜
17
時
15
分

●
縦
覧
場
所
　
税
務
課
資
産
税
係

●
縦
覧
で
き
る
人
　
光
市
内
に
固
定
資
産

を
所
有
し
て
い
る
納
税
者
、
納
税
管
理
人

お
よ
び
代
理
人

な
ど
）
、
印
鑑
（
認
め
印
）

※
借
地
・
借
家
人
お
よ
び
権
利
関
係
者

は
、
権
利
関
係
を
証
明
す
る
も
の
（
契
約

書
な
ど
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

※
各
種
手
数
料
（
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中

の
閲
覧
は
無
料
）

　
登
録
さ
れ
た
土
地
・
家
屋
の
評
価
や
価

格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
に
対
し
て
審
査
の
申
し

出
が
で
き
ま
す
。

●
審
査
申
出
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
納
税

通
知
書
到
達
後
60
日
ま
で

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
借
地
・
借
家
人
お
よ
び
権
利
関
係
者
は

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
が
、
権
利
関
係
を
証
明

す
る
も
の
を
提
示
い
た
だ
く
こ
と
で
、
該

当
す
る
資
産
の
閲
覧
・
証
明
書
の
申
請
は

可
能
で
す
。

●
縦
覧
に
必
要
な
も
の
　
課
税
明
細
書
も

し
く
は
納
税
通
知
書
、
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
、
印
鑑

（
認
め
印
）

●
縦
覧
内
容

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
家
屋

番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格
）

●
手
数
料
　
無
料

※
縦
覧
台
帳
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
固
定
資
産
の

所
有
者
、
納
税
管
理
人
お
よ
び
代
理
人
以

外
に
、
借
地
・
借
家
人
に
つ
い
て
も
、
該

当
す
る
資
産
の
閲
覧
・
証
明
書
の
申
請
が

で
き
ま
す
。

●
閲
覧
・
証
明
申
請
に
必
要
な
も
の
　
身

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

　　　　
平
成
21
年
度
固
定
資
産
（
土
地
・
家

屋
）
課
税
明
細
書
を
４
月
上
旬
に
お
送
り

し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
（
納
税
義

務
者
ま
た
は
納
税
管
理
人
、
共
有
物
件
に

つ
い
て
は
そ
の
代
表
者
）
に
、
課
税
内
容

を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。

　
こ
の
明
細
書
に
は
、
平
成
21
年
１
月
１

日
（
賦
課
期
日
）
現
在
、
市
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
の
所
有

す
る
土
地
・
家
屋
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
す
で
に
土
地
の

利
用
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
や
、
家

屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
等
異
動
が
あ
っ

◎
問
合
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
　

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０
　
内
線
２
５
１
・
２
５
２

固
定
資
産
課
税
明
細
書
を

　
　
　
　
　
　
　
お
届
け
し
ま
す

固
定
資
産
の
縦
覧
に
つ
い
て

不
服
・
審
査
の
申
し
出

固
定
資
産
税
ガ
イ
ド

閲
覧
・
証
明
申
請
に
つ
い
て

平
成
21
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期

【
第
１
期
】

　
平
成
21
年
５
月
１
日

〜
６
月
１
日

【
第
２
期
】

　
平
成
21
年
７
月
１
日

〜
７
月
31
日

【
第
３
期
】

　
平
成
21
年
12
月
１
日

〜
12
月
25
日

【
第
４
期
】

　
平
成
22
年
２
月
１
日

〜
３
月
１
日
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　　●
こ
ん
な
と
き
に
は
届
け
出
を
！

　
左
表
の
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず
14
日
以

内
に
市
役
所
市
民
課
保
険
年
金
係
、
大
和

支
所
ま
た
は
各
出
張
所
で
国
民
健
康
保
険

の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
医
療
費
の
全
額

自
己
負
担
な
ど
不
利
な
取
り
扱
い
を
受
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
者

　
次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
の
条
件
に
該

当
す
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、
退
職
者

医
療
制
度
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者  

②
65
歳
未
満

③
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
の
受
給

権
が
あ
る
人
で
、
そ
の
加
入
期
間
が
合
計
20

年
（
ま
た
は
40
歳
以
降
10
年
）
以
上
あ
る
人

◎
問
合
せ
　
市
民
課
保
険
年
金
係

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

●国民健康保険の届け出が必要な場合と、届け出に必要なもの

国
民
健
康
保
険
の

　
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

国
民
健
康
保
険
に
加
入 

国
民
健
康
保
険
を
脱
退 

そ
の
他 

こんなときには届け出を 届け出に必要なもの 
・転入した 転出証明書、印鑑 
・職場の健康保険または 
      任意継続を脱退した 

・生活保護が廃止された 
・お子さんが生まれた 

 

職場の健康保険を脱退した日を 
証明する書類（離職票、資格喪 
失証明書など）、印鑑 
※加入と同時に退職者医療制度 
　の対象となる場合は年金証書 
※職場の健康保険の被保険者が 
　後期高齢者医療制度の対象と 
　なった人の被扶養者であった 
　場合は、その記載のある資格 
　喪失連絡票 
保護廃止決定通知書、印鑑 
保険証、印鑑 

・転出する 
・職場の健康保険に加 
　入した 

・生活保護を受けるよ 
　うになった 

・死亡した 

保険証、印鑑 

・住所、氏名、世帯主 
　などが変わった 
・修学のため、市外に 
　住民票を移す 
・退職者医療制度の対 
　象となった 
・世帯を合併または分 
　離した 
・保険証を紛失、また 
　は汚損した 

保険証、印鑑 

保険証、印鑑 

身分を証明できるもの（運転免許 
証、汚損した保険証など）、印鑑 

保険証、年金証書、印鑑 

保険証、在学証明書、印鑑 

新しい職場の健康保険証、国民 
健康保険証、印鑑 

保険証、保護開始決定通知書、 
印鑑 

保険証、印鑑 

 

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共
創
・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
広
報
紙
づ

く
り
を
行
う
た
め
、「
市
民
特
派
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
特
派
員
に
は
、
自
ら
が
関
心
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
取
材
し
て
い
た
だ
き
、
広
報
用
に
レ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
取
材
の
準
備
等
は
広
報
担
当
職
員
が
行
い
、
取
材
時
に
も

同
行
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
特
派
員
の
活
動
を
通
じ
て
解
決
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
数 

　
４
人

●
任
期
　
２
年
（
平
成
23
年
３
月
ま
で
）

●
対
象
　
市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
人

●
内
容
　
取
材
と
原
稿
作
成
（
年
間
１
人

…
特
集
記
事
１
回
、
ま
ち
か
ど
レ
ポ
ー
ト

１
回
）
お
よ
び
編
集
会
議
等
へ
の
出
席

●
謝
金 

　
１
５
０
０
０
円
（
年
額
）

●
応
募
方
法 

　
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、取
材
し
た
い
内
容（
二
つ
程

度
）
と
そ
の
理
由
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、左
記
ま
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

光
市
秘
書
広
報
課「
市
民
特
派
員
」募
集
係

（
〒
７
４
３-

８
５
０
１

光
市
中
央
６
丁
目
１-

１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
３(

７
２)

１
４
３
６

Ｅ
メ
ー
ルhishokouhou@

city.hikari.lg.jp

●
応
募
期
限
　
４
月
27
日

●
問
合
せ
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

０
８
３
３(
７
２)

１
４
０
０

市
民
特
派
員
を
募
集
し
ま
す

「
広
報
ひ
か
り
」
に
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
！

現在の特派員さんには、「ごみ問題」や「子育て応援」、「幸せ散歩」、「緑花ボラ
ンティア」などをテーマに、この２年間、さまざまな取材をしていただきました。
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■
問
合
せ
　
健
康
増
進
課
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
７ 4月

■診療科目／内科系・外科系
■診療時間／9時～17時
■電話番号／0833(74)1399
■4月の診療日／5日(日)、12日(日)、19日
(日)、26日(日)、29日(祝)
※外科系で5日(日)は耳鼻科、19日(日)は眼科の
医師が診療します。
※受診の際は、必ず健康保険証、お薬手帳
をお持ちください。

休日診療所の
お知らせ

場所：総合福祉センターあいぱーく光
　　　車出入口から入ってすぐ左

国道188号 

車出入口 

総合福祉 
センター 
あいぱーく光 

休日診療所 

Ｐ 
Ｐ 

育 

児 

相 

談

１ 

歳 

児 

お 

誕 

生 

相 

談

歯 

の 

健 

康 

相 

談

●
日
時
・
場
所
　
８
日

・
大
和
公
民
館

／
20
日

・
室
積
公
民
館
／
23
日

・
三

島
公
民
館
　
い
ず
れ
も
９
時
30
分
〜
11
時

●
内
容
　
健
康
に
関
す
る
相
談
、
血
圧
測

定
、
尿
検
査
な
ど

※
健
康
増
進
課
で
は
、月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
の
９
時
か
ら
16
時
30
分

ま
で
、随
時
相
談
（
電
話
も
可
）
に
応
じ
ま

す
。ま
た
、
禁
煙
相
談
、
脳
い
き
い
き
相
談

（
も
の
忘
れ
、
認
知
症
予
防
な
ど
の
相

談
）
、
専
門
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
も

予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

健
　
康
　
相
　
談

※
あ
い
ぱ
ー
く
光
で
、
２
歳
児
歯
科
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
持
参
物
　
①
育
児
相
談
…
母
子
健
康
手

帳
　
②
１
歳
児
お
誕
生
相
談
…
母
子
健
康

手
帳
、
案
内
用
紙
、
使
用
中
の
歯
ブ
ラ
シ

③
歯
の
健
康
相
談
…
歯
ブ
ラ
シ
、
母
子
健

康
手
帳
（
大
人
は
健
康
手
帳
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
…
お
も
ち
ゃ
移
動
広
場
を
開
催

　
木
の
お
も
ち
ゃ
で

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

う
。
安
心
・
安
全
な

お
も
ち
ゃ
と
遊
び
方

を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
　
２
日

　
13
時
30
分
〜

15
時
・
あ
い
ぱ
ー
く
光
／
８
日

　
９
時

30
分
〜
11
時
・
大
和
公
民
館
／
20
日

　

９
時
30
分
〜
11
時
・
室
積
公
民
館
／
23
日

　
９
時
30
分
〜
11
時
・
三
島
公
民
館

●
内
容
　
①
育
児
相
談
…
身
体
計
測
、
個

別
保
健
相
談
な
ど
　
②
１
歳
児
お
誕
生
相

談
…
身
体
計
測
、
事
故
防
止
、
予
防
接
種

の
個
別
相
談
、
歯
科
相
談
　
③
歯
の
健
康

相
談
…
口
腔
内
チ
ェ
ッ
ク
、
歯
磨
き
指

導
、
相
談

●
日
時
・
場
所
　
15
日

　
13
時
〜
15
時

（
受
付
13
時
30
分
ま
で
）
・
あ
い
ぱ
ー
く

光●
対
象
　
３
〜
４
か
月
児
と
そ
の
保
護
者

●
内
容
　
離
乳
食
の
話
、
育
児
相
談
、
身

●
日
時
・
場
所
　
17
日

　
12
時
50
分
〜

13
時
50
分
・
あ
い
ぱ
ー
く
光

●
内
容
　
身
体
計
測
、
歯
科
健
診
、
小
児

科
診
察
、
栄
養
・
歯
科
・
保
健
相
談
な
ど

●
持
参
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健
康
診
査

票
（
事
前
に
配
布
）
、
尿
少
量

３ 

歳 

児 

健 

診

●
日
時
・
場
所
　
２
日

　
13
時
30
分
〜

14
時
30
分
・
あ
い
ぱ
ー
く
光

●
対
象
者
　
２
歳
児
の
保
護
者
、
妊
産

婦
、
40
歳
以
上
の
市
民

●
内
容
　
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
周
疾
患
健

診
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
指
導
な
ど

●
持
参
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健
康
手

帳
、
使
用
中
の
歯
ブ
ラ
シ

成 

人 

歯 

科 

健 

診

体
計
測
な
ど

●
持
参
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ご
案
内
用

紙

離 

乳 

食 

教 

室
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　女性は、45歳頃から体にいろいろな変化が出
てくるようになります。急に顔がほてったり、
肩こりや腰痛が出てきたりします。また、気分
的にイライラしたり、やる気がなくなってくる
こともあります。これらの症状は、卵巣の働き
が徐々に悪くなり、女性ホルモンの分泌に異常
が出てくることが原因です。これがいわゆる更
年期症状といわれるものです。

　更年期に現れる症状は、前述した症状に、手
足の冷え、寝つきが悪い、頭痛、どうき、目ま
い、吐き気、憂うつな気分など多彩です。これ
らの症状の出る時期や強さには、個人差があり
ます。まったく症状がない方や、日常生活に支
障を来すほど重症の方もいます。家庭環境など
も症状を左右する要因です。子どもの独立や結
婚、夫の定年退職、親の介護や死などをきっか
けにして、症状が出てくることもあります。

　この時期をうまく乗り切るためには、まず生
活リズムを整えることが大切です。適度な運動
や旅行などで気分をリフレッシュするのも良い
でしょう。また、何より重要なことは、家族な
ど周りの方の理解が必要です。辛い時はお互い
様です。周囲の方は優しく接してください。そ
して、我慢せず婦人科外来を受診してくださ
い。この時期がうまく過ごせるように話しをお
聞きし、必要であれば漢方薬や精神安定剤、ホ
ルモン療法などの治療を行います。自分のため
の人生をより良く過ごすために、遠慮なくご相
談ください。サポートさせていただきます。

（大和総合病院 産婦人科　猪口博臣 医師）

更年期を上手に過ごすために

旬の食材「キャベツ」を使って
　キャベツにはビタミンU（キャベジン）が含
まれており、胃粘膜等、粘膜系の健康維持作用
があります。また、ビタミンCも豊富です。

　キャベツに多く含まれる栄養素は水に溶けや
すいため、そのまま体に取り入れるには、生で
食べる方法が効果的ですが、体を冷やしたり、
多量に食べる事が難しいため、スープ煮や汁物
にすることで、かさが減って食べやすくなりま
す。煮汁に溶け出した栄養素を取るためにも、
スープまできちんと飲むようにしましょう。
◆材料：4人分◆（調理時間約20分）
キャベツ…160g　ジャガイモ…120g
タマネギ…120g　ニンジン…40g
鶏もも肉…60g　水…480cc　コンソメ…4g
食塩…0.8g　カレー粉…0.8g
ブロッコリー…40g
◆作り方◆
①ブロッコリーは小房に分けてゆでる。
②その他の野菜、鶏もも肉は食べやすい大きさ
に切る。
③ジャガイモ、タマネギ、ニンジンをスープ
（水とコンソメ）に入れ、火にかける。
④沸騰したら鶏もも肉を入れる。
⑤あくを除いてキャベツを入れ、塩、カレー粉で
味を調える。器に盛ってブロッコリーをのせる。
◆1人分栄養価◆
エネルギー70kcal　たんぱく質4.7g　脂質0.8g
カルシウム33mg　食塩相当量0.6g

（子ども家庭課栄養士　野田優子）

キャベツのカレースープ煮

更年期とは？

更年期の症状は？

更年期を乗り切るために？
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　お
は
な
し
の
世
界
に
没
頭

お
は
な
し
の
世
界
に
没
頭

お
は
な
し
の
世
界
に
没
頭

お
は
な
し
の
世
界
に
没
頭

お
は
な
し
の
世
界
に
没
頭

　
２
月
21
日

、
３
歳
以
上
の
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
、
第
１
回
「
エ
プ
パ
ネ
の
お

は
な
し
会
」
が
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
エ
プ
パ
ネ
と
は
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

と
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
略
し
た
会
の
名

称
。
エ
プ
ロ
ン
を
話
の
場
面
に
見
立
て
、

エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
人
形
を
出
し

入
れ
し
な
が
ら
お
話
を
進
め
る
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
と
、
パ
ネ
ル
に
絵
を
貼
っ
た
り

は
ず
し
た
り
し
な
が
ら
お
は
な
し
や
歌
遊

び
を
す
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
組
み
合
わ

せ
て
お
は
な
し
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
、

お
は
な
し
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

選手宣誓を行う桝野選手

トップでゴールする松村選手

 

　　　
牛
島
港
に
着
い
て
左
前
方
を
見
上
げ
る

と
大
き
な
照
葉
樹
が
目
に
入
り
ま
す
。

　
一
見
し
て
森
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が

こ
れ
は
一
本
の
タ
ブ
ノ
キ
。
タ
ブ
ノ
キ
は

ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑
広
葉
樹
。

　
牛
島
の
タ
ブ
ノ
キ
は
高
さ
が
10
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
幹
は
三
つ
に
分
か
れ
て
お
り

県
内
最
大
級
の
も
の
で
す
。

　
古
木
で
も
あ
り
、
過
去
に
雷
や
台
風
に

襲
わ
れ
損
害
を
受
け
た
と
は
言
わ
れ
る
も

の
の
、
よ
く
回
復
し
て
お
り
樹
の
勢
い
も

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
現
在
は
光
市
の
所

有
で
す
が
、
か
つ
て
は
牛
島
の
所
有
で
あ

り
、
そ
の
大
き
さ
か
ら
島
外
の
多
く
の
人

に
も
知
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
い
つ
も
し
め
縄
を
巻
か
れ
根
元
に
荒
神

様
が
祀
ら
れ
島
民
の
信
仰
の
対
象
に
も

な
っ
て
お
り
、
常
に
供
物
の
生
花
が
絶
え

ま
せ
ん
。

　
こ
の
、
古
く
か
ら
島
民
に
愛
さ
れ
て
き

た
、
牛
島
の
タ
ブ
ノ
キ
が
２
月
17
日

の

光
市
教
育
委
員
会
会
議
で
、
光
市
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
保
存
や
保
護
の
対
策
が
講
じ
ら

れ
ま
す
が
、
何
よ
り
も
島
の
宝
の
一
つ
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
姿
を
見
せ
続

け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
島
を
訪
ね
ら
れ

た
と
き
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一
見
の

価
値
あ
り
で
す
。

●
問
合
せ
　
文
化
振
興
課

０
８
３
３(

７
４)

３
６
０
７

光
市
文
化
財
に
指
定

光
市
文
化
財
に
指
定

光
市
文
化
財
に
指
定

光
市
文
化
財
に
指
定

光
市
文
化
財
に
指
定

牛
島
の
タ
ブ
ノ
キ

創
立
創
立
創
立
創
立
創
立
6060606060
周
年
を
記
念
し
て

周
年
を
記
念
し
て

周
年
を
記
念
し
て

周
年
を
記
念
し
て

周
年
を
記
念
し
て

　
２
月
23
日

、
光
市
消
防
団
に
対
し
て

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
寄
附
が
あ
り
、
受
納

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
冨
士
機

工
株
式
会
社
（
吉
岡
正
喜
代
表
取
締
役
）

が
会
社
創
立
60
周
年
を
記
念
し
て
寄
附
し

た
も
の
。 

市
川
市
長
に
目
録
を
渡
し
た
吉

岡
代
表
取
締
役
は
、
昭
和
22
年
に
光
市
消

防
団
に
入
団
、
平
成
元
年
か
ら
平
成
11
年

ま
で
光
市
消
防
団
団
長
を
務
め
た
消
防
団

Ｏ
Ｂ
。
消
防
活
動
の
向
上
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
女
性
で
も
扱
い
や
す
い
小
型
動

力
ポ
ン
プ
の
寄
附
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

団
長
在
任
中
に
組
織
さ
れ
た
女
性
消
防
隊

員
に
よ
る
消
防
操
法
も
披
露
さ
れ
、
今
後

は
消
防
団
本
部
備
品
と
し
て
訓
練
や
消
火

活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

冨
士
機
工
株
式
会
社
か
ら

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
寄
附

エ
プ
パ
ネ
の
お
は
な
し
会
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甘
い
い
ち
ご
が
た
く
さ
ん

甘
い
い
ち
ご
が
た
く
さ
ん

甘
い
い
ち
ご
が
た
く
さ
ん

甘
い
い
ち
ご
が
た
く
さ
ん

甘
い
い
ち
ご
が
た
く
さ
ん

　　　　　　
光
市
の
農
業
振
興
と
地
産
地
消
の
推
進

を
目
的
と
し
た
、
光
市
特
産
品
直
売
パ
イ

ロ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
３
月
１
日
か
ら

営
業
時
間
を
９
時
〜
18
時
ま
で
延
長
し
て

い
ま
す
が
（
月
曜
定
休
日
）
、
２
月
28
日

、
旬
の
果
物
い
ち
ご
を
主
役
に
し
た
、

い
ち
ご
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

   

当
日
は
、
採
れ
た
て
の
い
ち
ご
を
使
っ

て
い
ち
ご
大
福
を
つ
く
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
開
か
れ
、
来
場
し
た
人
た
ち
に
大
人
気

で
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
地

元
産
の
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

「
い
ち
ご
ま
つ
り
」

　　待
ち
遠
し
い
入
学
式

待
ち
遠
し
い
入
学
式

待
ち
遠
し
い
入
学
式

待
ち
遠
し
い
入
学
式

待
ち
遠
し
い
入
学
式

　
３
月
１
日

 
、
あ
い
ぱ
ー
く
光
で
、
光

市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
岡
本
　
子
会

長
）
が
主
催
す
る
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い

が
開
催
さ
れ
、
今
年
小
学
校
入
学
予
定
の

児
童
の
皆
さ
ん
に
ラ
ン
ド
セ
ル
や
図
書
券

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
川
熙
市
長
や
西
川
公
博
光
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
か
ら
の
激
励
の
言
葉
の

後
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
名
前
を
呼
ば

れ
、
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ョ
ー
カ
ー
・
ヒ
デ
こ
と
田
中

秀
夫
さ
ん
（
千
坊
台
１
丁
目
）
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
披
露
さ
れ
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

光
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
　
　
　
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い

梅
ま
つ
り
閉
幕

梅
ま
つ
り
閉
幕

梅
ま
つ
り
閉
幕

梅
ま
つ
り
閉
幕

梅
ま
つ
り
閉
幕

　
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
早
春
の
風
物
詩

「
梅
ま
つ
り
」
が
３
月
８
日

に
最
終
日

を
迎
え
ま
し
た
。

   

２
月
１
日
に
開
幕
し
、
期
間
中
に
訪
れ

た
観
梅
客
は
約
12
万
人
。

　
ま
つ
り
の
期
間
中
は
、
梅
の
盆
栽
展
、

芸
能
発
表
会
、
か
く
れ
ん
ぼ
大
会
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
、
野
点
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
ひ
か
り
吹
奏
楽
団
に
よ

る
演
奏
や
、
餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
は
ふ
く
い
く
た
る
春

の
香
り
と
楽
し
い
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
持

ち
帰
り
ま
し
た
。

期
間
中
、
12
万
人
が
来
園

万
一
に
備
え
て

万
一
に
備
え
て

万
一
に
備
え
て

万
一
に
備
え
て

万
一
に
備
え
て

　
年
々
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
光

市
の
防
災
体
制
を
充
実
さ
せ
、
市
民
の
安

心
安
全
に
備
え
る
た
め
に
、
３
月
12
日

、
平
成
20
年
度
光
市
防
災
会
議
が
市
役

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
海
岸
、
河
川
、

道
路
な
ど
を
管
理
す
る
行
政
と
、
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
、
通
信
、
交
通
機
関
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
消
防
や
衛

生
、
医
療
な
ど
、
防
災
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
防
災
計
画
の
見
直
し
の
た
め
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
光

市
は
人
命
に
関
わ
る
大
き
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
の
が
災
害
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
、
家
庭
で
で
き
る
非
常
時
の
備
え
を
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
成
20
年
度
光
市
防
災
会
議
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○
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
給
付
枚
数
に
つ
い
て
は
、マ
イ
カ
ー
や
介
助
者
の
車
に
よ
る

通
院
の
場
合
と
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
場
合
は
、
利
用
枚
数
が
異
な
る
と
思
う
の
で
、
利

用
頻
度
に
応
じ
た
度
数
の
申
請
に
よ
り
給
付
し
て
ほ
し
い
。

意
見
等
概
要

　
　
　
　
意
見
等
概
要

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
方
（
概
要
）

▼
重
度
障
害
者
等
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
や
外
出
支
援
を
目
的
に
、通
院
時
な
ど
の
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
給
付
枚
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

腎
機
能
障
害
者
の
通
院
頻
度
等
を
考
慮
し
、
給
付
枚
数
の
見
直
し
等
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
実
績
等
を
踏
ま
え
、
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
整
合
も

図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
現
行
制
度
の
継
続
に
努
め
ま
す
。

　「
光
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
並
び
に
「
光
市
障
害
福
祉
計
画

（
第
２
期
）」
の
二
つ
の
計
画
案
の
骨
子
に
対
し
、
ご
意
見
等
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
光
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
骨
子
」（
案
）
に
つ
い
て

■
意
見
提
出
者
　
１
人
　
■
提
出
方
法
　
電
子
メ
ー
ル
１
件
　
■
提
出
者
区
分
　
光
市
に
住
所
が
あ
る
個
人

○
保
健
及
び
介
護
福
祉
に
お
け
る
費
用
抑
制
に
つ
い
て
、健
康
高
齢
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を

医
療
・
介
護
周
辺
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
有
効
活
用
し
、
生
き
が
い
や
介
護
予
防
対
策

を
図
り
な
が
ら
高
齢
者
同
士
が
助
け
合
い
地
域
に
貢
献
で
き
る
制
度
が
で
き
な
い
か
。そ

の
方
法
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
化（
後
に
被
介
護
者
に
な
っ
た
と
き
の
み
利

用
す
る
。）
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
行
政
が
そ
の
旗
振
り
役
と
な
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
意
見
等
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
方
（
概
要
）

「
光
市
障
害
福
祉
計
画
（
第
２
期
）
骨
子
」（
案
）
に
つ
い
て

■
意
見
提
出
者
　
１
人
　
■
提
出
方
法
　
郵
送
１
件
　
■
提
出
者
区
分
　
光
市
に
住
所
が
あ
る
個
人

▼
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
文
字
通
り
の
社
会
貢
献
、
高
齢
者
の
日
常
生
活

の
活
性
化
、
ま
た
、
結
果
と
し
て
増
大
す
る
医
療
・
介
護
費
用
の
間
接
的
な
抑
制
に
期
待

が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。こ
の
度
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
十
二
分
に
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
先
進
自
治
体
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
、
仕
組
み
が
必
要
で
ふ
さ
わ

し
い
の
か
様
々
な
視
点
か
ら
研
究
、
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
21
年
２
月
５
日
〜
２
月
25
日 

介
護
保
険
課
 

案
件
名 

募
集
期
間 

担
当
課 

問
合
せ 

光
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び 

　
　
　
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
骨
子（
案
） 

０
８
３
３（
７
４
）３
０
０
３
 

平
成
21
年
２
月
５
日
〜
２
月
25
日 

社
会
福
祉
課
 

案
件
名 

募
集
期
間 

担
当
課 

問
合
せ 

光
市
障
害
福
祉
計
画（
第
２
期
）骨
子（
案
） 

０
８
３
３（
７
４
）３
０
０
１
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市
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人

の
社
会
的
自
立
を
図
る
た
め
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
基
本
料
金
無

料
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
平
成
21

　
ポ
リ
オ
は
、
41
日
以
上
の
間
隔

を
あ
け
て
２
回
服
用
す
る
小
児
マ

ヒ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
予
防
の
た

め
に
飲
む
生
ワ
ク
チ
ン
で
、
集
団

接
種
で
実
施
し
ま
す
。
標
準
的
な

接
種
年
齢
は
、
生
後
３
〜
18
か
月

で
、
通
常
春
と
秋
に
１
回
ず
つ
受

け
ま
す
。

●
対
象
　
３
か
月
か
ら
90
か
月

（
７
歳
６
か
月
）
未
満
の
乳
幼
児

●
費
用
　
無
料
（
市
全
額
負
担
）

●
受
付
時
間
　
13
時
20
分
〜
14
時

●
持
参
す
る
も
の
　
予
診
票
、
母

子
健
康
手
帳
、
体
温
計
（
体
温
は

会
場
で
測
定
し
て
く
だ
さ
い
）

　
市
役
所
本
庁
舎
の
電
気
工
事
に

伴
う
停
電
の
た
め
、
左
記
の
２
日

間
は
、
市
役
所
本
庁
お
よ
び
大
和

支
所
の
「
証
明
書
自
動
交
付
機
」

が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ

市
民
課
戸
籍
住
民
係

The information
for your life

暮
ら
し
の
情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

証
明
書
自
動
交
付
機
の

取
扱
中
止
に
つ
い
て

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付

平
成
21
年
度
　
春
の
ポ
リ
オ

（
集
団
予
防
接
種
）
日
程

年
度
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
３

月
26
日

か
ら
社
会
福
祉
課
（
あ

い
ぱ
ー
く
光
）
と
大
和
支
所
住
民
福

祉
課
で
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
　
光
市
に
住
所
を
有
す
る

人
（
施
設
入
所
者
を
含
む
）
で
、

次
の
項
目
に
該
当
す
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
〜
３

級
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
…
48
枚

※
人
工
透
析
に
よ
る
通
院
者
は
、

通
院
の
頻
度
に
よ
り
、
次
の
枚
数

ま
で
交
付
で
き
ま
す
。

①
週
２
回
以
上
通
院
し
て
い
る
人

…
１
４
４
枚

② 

①
以
外
の
頻
度
で
通
院
し
て
い

る
人
…
96
枚

　
①
の
人
に
つ
い
て
は
、
通
院
し

て
い
る
医
療
機
関
の
証
明
書
（
市

の
所
定
の
様
式
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
窓
口
に
て
配
布
し
ま
す
。

○
療
育
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る

人
…
48
枚

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

１
級
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
…
48

枚●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
社
会
福

祉
課
高
齢
障
害
係
（
あ
い
ぱ
ー
く

光
）

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
１

／
大
和
支
所
住
民
福
祉
課
住
民
福

祉
係

０
８
２
０(

４
８)

５
３
２
０

●
注
意
事
項
　
お
子
さ
ん
の
体
調

の
良
い
と
き
に
受
け
る
と
と
も

に
、
健
康
状
態
が
よ
く
分
か
る
保

護
者
が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

／
下
痢
を
し
て
い
る
場
合
は
、
接

種
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
／
予
診

票
を
紛
失
し
た
人
は
、
健
康
増
進

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

健
康
増
進
課
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
７

●
日
時
　
４
月
５
日

９
時
〜
15
時

●
場
所
　
三
島
公
民
館
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
三
島
公
民
館

ホ
ー
ル

●
内
容
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

バ
ン
ド
、
バ
ナ
ナ
の
叩
売
り
、
吹

奏
楽
、
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
、
バ

ザ
ー
（
た
い
や
き
、
お
花
見
弁
当

な
ど
）

●
申
し
込
み
・
問
合
せ

三
島
公
民
館
内
「
三
島
さ
く
ら

祭
」
実
行
委
員
会

０
８
３
３(

７
７)

０
４
１
２

●
日
時
　
４
月
５
日

10
時
〜
14
時

※
雨
天
の
場
合
は
４
月
12
日

●
場
所

浅
江
・
西
河
原
緑
地
公
園

●
内
容
　
音
楽
会
、
工
作
教
室
、

野
点
、
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、
屋
台

村
、
も
ち
ま
き
ほ
か
　

●
問
合
せ

浅
江
商
店
会
（
福
島
）

０
８
３
３(

７
１)

２
９
１
０

第
16
回
ひ
か
る
ち
ゃ
ん
の

桜
ま
つ
り

第
11
回
三
島
さ
く
ら
祭
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新
た
に
下
水
道
が
利
用
で
き
る

地
域
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

室
積
市
延
の
一
部
、
室
積
３
丁

目
の
一
部
、
室
積
５
丁
目
の
一

部
、
室
積
６
丁
目
の
一
部
、
室

積
７
丁
目
の
一
部
、
室
積
８
丁

目
の
一
部
、
室
積
正
木
の
一

部
、
室
積
大
町
の
一
部
、
光
井

３
丁
目
の
一
部
、
光
井
４
丁
目

の
一
部
、
島
田
７
丁
目
の
一

部
、
三
井
１
丁
目
の
一
部
、
三

井
６
丁
目
の
一
部
、
大
字
三
輪

共
和
の
一
部

　
こ
の
区
域
内
で
建
物
を
所
有
さ

れ
る
人
は
、
く
み
取
り
便
所
の
場

合
は
３
年
以
内
に
、
浄
化
槽
の
場

合
は
速
や
か
（
お
お
む
ね
１
年
以

内
）
に
、
生
活
雑
排
水
や
し
尿
等

の
生
活
汚
水
を
公
共
下
水
道
へ
流

せ
る
よ
う
に
接
続
工
事
（
排
水
設

備
工
事
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。
工

事
の
依
頼
や
見
積
り
等
は
、
光
市

が
指
定
し
て
い
る
工
事
店
（
光
市

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
）

に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
排
水
設
備
工
事
に
要
す

る
資
金
に
つ
い
て
は
、
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
下
水
道
課
に
お
い

４
月
１
日
か
ら
下
水
道
供
用

開
始
区
域
が
広
が
り
ま
す

て
、
供
用
開
始
区
域
の
関
係
図
書

の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

下
水
道
課
排
水
設
備
係

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分

の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。
原
動

機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
等
を

廃
車
や
譲
渡
に
よ
り
す
で
に
処

分
さ
れ
た
場
合
は
、
３
月
31
日

ま
で
に
所
定
の
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
盗
難
や
紛
失

な
ど
に
よ
り
廃
車
手
続
き
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
場
合
は
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
…
税
務
課
市
民
税
係

手
続
き
は
…

●
原
付
１
２
５
cc
以
下
・
小
型
特

殊
…
税
務
課
市
民
税
係

●
二
輪
１
２
５
cc
を
超
え
２
５
０

cc
以
下
・
軽
四
輪
…
山
口
県
軽
自

動
車
協
会

０
８
３(

９
２
２)

８
８
７
７

●
二
輪
２
５
０
cc
を
超
え
る
も
の

…
中
国
運
輸
局
山
口
陸
運
支
局

０
５
０(

５
５
４
０)

２
０
７
３

※
手
続
き
方
法
や
必
要
書
類
に
つ

い
て
は
、
直
接
手
続
き
先
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
等
の
廃
車
手
続

き
は
お
早
め
に
！

●
資
格
（
す
べ
て
に
該
当
の
こ

と
）

①
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

大
学
・
専
修
学
校
（
た
だ
し
、
学

校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
た
学
校
に

限
る
）
、
周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
に
在
学
す
る
者

②
本
人
の
保
護
者
が
申
請
時
に
お

い
て
３
か
月
以
上
本
市
に
居
住

し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
と

き③
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
、
山
口
県
奨
学
会
等
の
貸
付

け
を
受
け
な
い
者

④
連
帯
保
証
人
２
人
を
有
す
る
者

●
貸
付
額
（
平
成
21
年
度
奨
学
生

か
ら
適
用
）
　
左
表
参
照

光 

市 

奨 

学 

生

高等学校、 

専修学校の高等課程 

国公立 

私　立 

高等専門学校 

大学、専修学校の専門課程、 

周南コンピュータ・カレッジ 

区　　分 金額（月額） 

15,000円 

20,000円 

20,000円 

35,000円 

【貸付額】 

　
夜
間
で
も
市
税
等
の
納
付
が

で
き
ま
す
。

●
開
設
日
　
３
月
31
日

、

４
月
13
日

、
４
月
21
日

●
時
間
　
20
時
ま
で

●
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課

●
取
扱
業
務
　
市
税
等
の
収
納

お
よ
び
納
付
相
談

　
郵
便
局
で
市
税
等
を
納
付
す
る

場
合
の
郵
便
振
替
用
紙
は
、
収
納

係
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
税
務
課
収
納
係

　
や
む
を
得
ず
、
飼
え
な
く
な
っ

た
犬
や
猫
は
、
市
役
所
環
境
政
策

課
窓
口
で
引
き
取
り
を
し
、
周
南

環
境
保
健
所
に
搬
送
し
て
い
ま
す

が
、
引
き
取
り
手
数
料
（
県
証

紙
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
犬
は
月
〜
金
曜
日
、
猫

は
火
曜
日
、
い
ず
れ
も
８
時
30
分

か
ら
15
時
ま
で
、
引
き
取
り
を
行

い
ま
す
が
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
休
日
は

除
き
ま
す
。
）

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係

●
日
時
　
４
月
15
日

９
時
〜
12
時
　
１
人
18
分
程
度

●
場
所
　
市
役
所
３
階
会
議
室

●
定
員
　
20
人
（
要
予
約
）

●
申
込
方
法
　
４
月
８
日

　
８

時
30
分
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
。
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）

●
申
し
込
み
・
問
合
せ

生
活
安
全
課
市
民
相
談
係

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

（
要
予
約
）

犬
・
猫
の

引
き
取
り
に
つ
い
て

●
貸
付
期
間
　
奨
学
生
が
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

●
貸
付
方
法
　
原
則
と
し
て
毎
月

在
学
学
校
長
を
経
て
貸
付

●
償
還
期
間
　
卒
業
し
た
３
か
月

後
か
ら
貸
付
を
受
け
た
期
間
の
2.5

倍
の
期
間
内
（
無
利
息
）

●
募
集
期
間

４
月
１
日

〜
４
月
30
日

●
申
請
・
問
合
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

０
８
３
３(

７
４)

３
６
０
２

※
募
集
要
項
、
申
請
書
等
は
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま

す
。
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【
水
道
料
金
の

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
】

　
４
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
下

水
道
課
、
大
和
支
所
、
各
出
張

所
で
水
道
料
金
の
支
払
い
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い

て
は
、
５
月
以
降
に
発
送
す
る
納

付
書
か
ら
、
各
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
窓

口
で
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

※
水
道
局
窓
口
以
外
で
の
支
払

い
に
は
、
必
ず
納
付
書
が
必
要

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
水
道
局
料
金
係

０
８
３
３(

７
１)

０
７
０
５

　
キ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
派
遣
選
手
選
考

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
種
目
・
開
催
日
・
場
所
　
①
水

泳
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球
、
サ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

…
５
月
10
日

・
山
口
県
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
　
②
陸
上

　
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
ふ
ろ
し
き

持
参
運
動
な
ど
の
「
環
境
に
や
さ

し
い
行
動
」
を
推
進
す
る
た
め
、

レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
に
取
り
組

む
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
　
環
境
事
業
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
係

０
８
３
３

(

７
２)

１
４
０
０
／
山
口
県
容
器

包
装
廃
棄
物
削
減
推
進
協
議
会
事

務
局

０
８
３(

９
３
３)

２
９
９
２

レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
に

取
り
組
む
事
業
者
を
募
集
！

４
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
の

無
料
配
布
が
中
止
と
な
り
ま
す

　
地
球
環
境
の
保
護
を
目
指
す
た

め
、
４
月
か
ら
山
口
県
内
の
約
３

０
０
店
舗
（
市
内
13
店
舗
）
で
レ

ジ
袋
の
無
料
配
布
が
中
止
さ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、「
マ
イ
バ
ッ

グ
」「
マ
イ
ふ
ろ
し
き
」
持
参
運
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

サンプラザかいた 
ジャスコ光店 
食品館レッツ光店 
武田薬品光工場厚和会 
ハーティウォンツ光浅江店 
ハーティウォンツ光室積店 
ピクロス岩田店 
マックスバリュ浅江店 
マックスバリュ室積店 
丸久アルク光店 
丸久岩田店 
丸久虹ヶ丘店 
ミコー島田店 

！！ ！！ 

募
集
募
集 
募
集 

キ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

参
加
者
募
集

●
期
間
　
６
月
５
日

〜
８
日

●
場
所
　
防
府
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
」

●
募
集
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
（
未
発

表
作
品
）

●
申
込
期
間

４
月
１
日

〜
５
月
１
日

●
応
募
資
格
　
60
歳
以
上
（
昭
和

25
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）
、
ア
マ
チ
ュ
ア

●
問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
高
齢
障

害
係
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
１

競
技
…
５
月
24
日

・
防
府
市
陸

上
競
技
場

●
申
込
方
法
　
社
会
福
祉
課
（
あ

い
ぱ
ー
く
光
）
備
え
付
け
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
用
紙

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
３
月
31
日

●
問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
高
齢
障

害
係
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
１

山
口
県
健
康
福
祉
祭美

術
展

●
日
時
　
４
月
18
日

か
ら
毎
月

光
い
け
ば
な
子
ど
も
教
室

参
加
者
募
集

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

●
試
験
日
　
６
月
14
日

●
場
所
　
光
地
区
消
防
本
部
ほ
か

●
受
験
手
数
料
　
甲
種
…
５
０
０

０
円
、
乙
種
…
３
４
０
０
円
、
丙

種
…
２
７
０
０
円

●
受
験
願
書
受
付
期
間

４
月
10
日

〜
21
日

●
願
書
提
出
先
　
光
地
区
消
防
本

部
、
東
消
防
署
、
北
消
防
署

※
願
書
は
提
出
先
の
各
消
防
署
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

【
準
備
講
習
会
】

●
日
時
　
５
月
28
日

〜
29
日

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所
　
光
地
区
消
防
本
部

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
準

備
講
習
会

●
日
時
　
４
月
25
日

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所
　
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ

●
対
象
　
中
高
年
齢
者
ま
た
は
就

業
支
援
を
行
う
事
業
主

●
内
容
　
気
に
な
る
年
金
こ
こ
が

ポ
イ
ン
ト

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
合
せ

山
口
県
雇
用
開
発
協
会

０
８
３(

９
２
４)

６
７
４
９

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

●
対
象
　
乙
種
４
類
の
受
験
者

●
受
講
料
　
協
会
加
入
事
業
所
の

受
講
者
…
５
５
０
０
円
、
協
会
未

加
入
の
事
業
所
・
個
人
の
受
講
者

…
８
５
０
０
円

●
定
員
　
先
着
80
人

●
申
込
方
法
　
光
地
区
防
災
協
会

事
務
局
に
代
金
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

４
月
10
日

〜
21
日

◎
問
合
せ
　
光
地
区
防
災
協
会
事

務
局

０
８
３
３(

７
４)

５
６
０
２

第
２
土
曜
日
（
全
12
回
）
　
10
時

〜
11
時
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

●
場
所
　
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー

●
対
象
　
小
学
校
１
年
生
〜
中
学

校
３
年
生
　
30
人
程
度

●
受
講
料
　
５
０
０
円
／
１
回

●
申
込
期
限
　
４
月
５
日

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
池
坊
光

支
部
（
大
楽
）

兼
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８

３
３(

７
２)

５
２
１
１

水
道
局

水
道
局
か
ら
の

か
ら
の 

　
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

水
道
局
か
ら
の 

　
お
知
ら
せ 
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◎
入
館
料
　
大
人
２
４
０
円
、
小

人
１
２
０
円

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）、
第
１
火
曜
日

★
油
彩
画
展〜

ふ
る
さ
と
室
積
〜

●
期
間
　
４
月
５
日

ま
で

（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

●
展
示
者
　
藤
村
進
二

★
大
和
江
康
之
水
彩
画
展

●
期
間
　
４
月
９
日

〜
５
月
10

日

（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

●
展
示
者
　
大
和
江
康
之

★
郷
土
館
の
ひ
な
ま
つ
り

　
礒
部
家
に
伝
わ
る
雛
人
形
や
陶

び
な
な
ど
を
奥
座
敷
に
展
示

●
期
間
　
４
月
５
日

ま
で

★｢

光
紙
芝
居
」
の
上
演

　
光
市
に
伝
わ
る
民
話
や
歴
史
物

施
設
の
掲
示
板

施
設
の
掲
示
板 
施
設
の
掲
示
板 

◎
休
園
日
　
第
２
・
４
水
曜
日

★
「
ど
素
人
の
キ
ャ
ン
プ
料
理

教
室
〜
団
子
づ
く
り
〜
」

参
加
者
募
集

　
園
内
に
生
え
て
い
る
ヨ
モ
ギ
を

語
な
ど
の
紙
芝
居
を
毎
月
第
３
土

曜
日
に
上
演
し
て
い
ま
す

●
入
場
料
　
無
料
（
展
示
場
有

料
）

★
出
展
者
募
集

　
ふ
る
さ
と
郷
土
館
で
は
、
平
成

22
年
度
以
降
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
出

展
さ
れ
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
自
慢
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
や
制
作
品
を
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
出
展
料
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
ふ
る
さ

と
郷
土
館

つ
ん
で
草
団
子
作
り
に
挑
戦
し
ま

す
。

●
日
時
　
４
月
５
日

10
時
〜
13
時

●
場
所
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

●
募
集
人
数
　
30
人

●
参
加
費
　
中
学
生
以
上
３
０
０

円
、
小
学
生
以
下
１
０
０
円
（
３

歳
児
未
満
は
無
料
）
　
　
　

●
持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ

ル
、
ぼ
う
し
、
飲
み
物
な
ど

★
「
は
じ
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
２

０
０
９
　
春
」
参
加
者
募
集

　
キ
ャ
ン
プ
初
心
者
を
対
象
に
し

た
教
室
を
開
催
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
の
職
員
が
キ
ャ
ン
プ
の
基
本

を
親
切
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

●
日
時
　
４
月
19
日

10
時
〜
15
時

●
場
所
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

●
募
集
組
数
　
５
組
（
１
組
４
人

程
度
）

●
参
加
費
　
１
組
２
０
０
０
円

●
内
容
　
テ
ン
ト
、
タ
ー
プ
の
組

み
立
て
方
、
飯
ご
う
の
炊
き
方

●
持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ

ル
、
軍
手
、
帽
子
、
飲
み
物
ほ
か

★
「
平
成
21
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
・

キ
ャ
ン
プ
塾
」
塾
生
募
集

　
小
学
生
高
学
年
を
対
象
に
し
た

「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
キ
ャ
ン
プ

塾
」
を
開
設
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

小
学
生
高
学
年
10
人
程
度

※
で
き
る
だ
け
全
日
程
（
８
回
）

に
参
加
で
き
る
人
。
保
護
者
の
参

加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費
　
１
回
５
０
０
円

（
年
４
０
０
０
円
）

●
場
所
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

●
日
時
　
原
則
10
時
〜
12
時

①
４
月
25
日

　
②
５
月
23
日

③
６
月
27
日

　
④
７
月
25
日

⑤
８
月
29
日

　
⑥
９
月
26
日

⑦
10
月
24
日

　
⑧
11
月
21
日

、
・
22
日

●
内
容
　
テ
ン
ト
の
設
営
、
火
の

お
こ
し
方
、
飯
ご
う
の
炊
き
方
等

　
申
し
込
み
状
況
等
に
よ
り
日

時
、
内
容
等
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場

０
８
３
３(

７
４)

３
３
３
０

★
「
伝
統
文
化
　
こ
ど
も
教
室

〜
文
化
庁
委
託
事
業
〜
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
「
光
伝
統
作
法
こ

ど
も
教
室
５
周
年
茶
会
」

●
日
時
　
４
月
26
日

10
時
〜
12
時

●
場
所
　
副
管
理
棟
和
室

●
席
　
薄
茶
席

●
茶
券
代
　
５
０
０
円
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◎
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日

★
新
緑
の
虎
ヶ
岳
に

登
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
新
緑
の
景
色
と
新
鮮
な
空
気
を

満
喫
し
な
が
ら
、
春
の
一
日
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
４
月
26
日

（
雨
天
中

止
の
場
合
は
、
８
時
に
決
定
）
　

集
合
９
時
ま
で
、
出
発
９
時
30

分
、
帰
着
予
定
14
時

●
集
合
場
所
　
周
防
の
森
ロ
ッ
ジ

●
対
象
　
市
内
在
住
者
ま
た
は
市

内
通
勤
・
通
学
者
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

●
携
行
品
　
弁
当
、
飲
み
物
、
山

登
り
に
適
し
た
服
装
、
双
眼
鏡

（
持
参
さ
れ
る
と
よ
い
）

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
期
限
　
４
月
23
日

●
申
し
込
み
　
周
防
の
森
ロ
ッ
ジ

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
３
３

(

７
７)

５
７
８
９
）
で
受
け
付
け

●
日
時
　
初
回
は
４
月
11
日

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
対
象
　
市
内
在
住
者
ま
た
は
通

勤
者
な
ら
ど
な
た
で
も

●
募
集
人
数
　 

３
人

●
指
導
者
　
末
廣
修
實
さ
ん

●
会
費
　
年
間
６
０
０
０
円
（
材

料
費
は
自
己
負
担
）

☆
水
彩
画
教
室

●
日
時
　
初
回
は
４
月
12
日

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
対
象
　
市
内
在
住
者
ま
た
は
通

勤
者
で
18
歳
以
上
の
初
心
者

●
募
集
人
数
　
５
人

●
指
導
者
　
岡
村
毅
さ
ん
（
創
美

会
会
員
）

●
会
費
　
年
間
６
０
０
０
円
（
画

材
費
は
自
己
負
担
）

☆
湯
呑
み
づ
く
り
の
会

●
日
時
　
初
回
は
４
月
15
日

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
対
象
　
市
内
在
住
者
ま
た
は
通

勤
者
な
ら
ど
な
た
で
も

●
募
集
人
数
　 

５
人

●
指
導
者
　
村
山
嘉
憲
さ
ん

●
会
費
　
年
間
６
０
０
０
円
（
材

料
費
は
自
己
負
担
）

◎
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
文
化
セ

ン
タ
ー
ま
で
、
４
月
１
日

 

10
時

か
ら
電
話
に
て
受
け
付
け

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、祝
日
、

第
１
火
曜
日

★
第
14
回 

夢
の
押
し
花
展

●
期
間
　
３
月
26
日

〜
29
日

（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

●
内
容
　
ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部

「
サ
ル
ビ
ア
押
花
会
」
（
山
根
博

子
代
表
）
に
よ
る
年
に
一
度
の
作

品
展
で
す
。
額
作
品
か
ら
小
物
ま

で
、
約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま

す
。

★
澪
美
会
展

●
期
間
　
４
月
３
日

〜
15
日

（
６
日

、
７
日

、
13
日

は

休
館
日
）

●
内
容
　
文
化
セ
ン
タ
ー
の
絵
画

教
室
「
澪
美
会
」
に
よ
る
、
年
に

一
度
の
作
品
展
で
す
。
油
彩
、
水

彩
、
パ
ス
テ
ル
な
ど
で
描
い
た
風

景
や
人
物
、
静
物
画
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

★
教
室
生
徒
募
集

※
各
教
室
と
も
に
４
月
〜
平
成
22

年
３
月
・
毎
月
２
回

☆
彫
塑
・
工
芸
教
室

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

★
平
成
21
年
度
光
の
文
化
を
高

め
る
会
　
会
員
募
集

●
申
込
受
付
　
７
月
31
日

ま
で

●
年
会
費
　
個
人
会
員
…
１
０
０

０
円
／
賛
助
会
員
…
４
０
０
０
円

／
団
体
会
員
…
９
０
０
０
円
（
10

人
〜
、
10
人
超
１
人
９
０
０
円
加

算
）
／
老
人
会
員
…
７
５
０
円

（
光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員

に
限
る
）

●
特
典
　
自
主
事
業
の
入
場
割

引
、
先
行
発
売
、
賛
助
会
員
に

は
、
夏
季
大
学
ご
招
待
、
文
化
だ

よ
り
「
虹
」
の
送
付

●
有
効
期
限

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

平
成
22
年
３
月
31
日

●
申
込
先
　
市
民
ホ
ー
ル
、
大
和

支
所
、
各
出
張
所
、
市
役
所
受

付
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ふ
る
さ
と

郷
土
館

●
平
成
21
年
度
行
事
　
ペ
ル
ー
民

族
楽
器
　
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
コ
ン

サ
ー
ト
（
５
月
）
、
第
38
回
市
民

夏
季
大
学
〈
３
講
座
〉
　
講
師
…

市
原
悦
子
ほ
か
（
７
月
）
　
な
ど

●
問
合
せ
　
市
民
ホ
ー
ル

●
申
込
期
限
　
４
月
15
日

ま
で

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
星 

宗
志

（
志
津
子
）

０
８
３
３(

７
１)

０
６
３
７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
３

(

７
２)
６
８
８
６
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特
別
支
援
教
育

〜
障
害
の
あ
る
す
べ
て
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
教
育
の
充
実
〜

◆
「
特
殊
教
育
」
か
ら

「
特
別
支
援
教
育
」
へ

　
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生

徒
の
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
「
特
殊

教
育
」
と
い
う
名
称
で
障
害
の
種

類
や
程
度
に
応
じ
て
盲
・
聾
・
養

護
学
校
や
一
般
の
学
校
の
特
殊
学

級
な
ど
の
特
別
な
場
で
指
導
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
法
（
学
校
教
育
法
・
学
校
教
育

法
施
行
規
則
）
の
一
部
改
正
に
伴

い
、 

こ
れ
ま
で
「
特
殊
学
級
」
と

言
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
「
特
別

支
援
学
級
」
、
「
盲
・
聾
・
養
護

学
校
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の

が
、
「
特
別
支
援
学
校
」
に
名
称

が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
学
校
で
は
、
学
校
内
お
よ
び

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
絡
調

整
役
と
し
て
、
「
特
別
支
援
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
位
置
付

け
ら
れ
ま
す
。

　
体
制
上
の
改
善
と
併
せ
て
、
従

や
ま
と

大
和
中
学
校

生
徒
数
２
３
２
人

や
ま
ぐ
ち
だ
い
が
く
き
ょ
う
い
く
が
く
ぶ

山
口
大
学
教
育
学
部

ふ
ぞ
く
ひ
か
り

附
属
光
中
学
校

生
徒
数
３
２
８
人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

▲今年度の附中祭広場部門では、全校生徒に
よる巨大折り紙の制作に取り組みました。

▲読書のつどいで、ブックトークや紙芝居を楽し
んだ後、精巧な仕掛け絵本を手に驚く生徒達。

9

　
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
。
こ
れ
ま
で

９
回
に
わ
た
っ
て
、
市
内
全
小
中

学
校
の
「
特
色
あ
る
活
動
」
風
景

を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
、
障
害
の
改
善
・
克
服
が
特
殊

教
育
の
役
割
で
し
た
が
、
特
別
支

援
教
育
で
は
、
幼
児
・
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
そ
の
持
て
る
力
を
高

め
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
改

善
・
克
服
す
る
た
め
に
適
切
な
指

導
や
支
援
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

　
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
は
、
全
般

的
な
知
的
発
達
に
遅
れ
は
な
い

が
、
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書

く
、
計
算
す
る
、
ま
た
は
推
論
す

る
能
力
の
う
ち
、
特
定
の
も
の
の

習
得
と
使
用
に
著
し
い
困
難
な
状

態
を
示
す
障
害
で
す
。

　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
）
と
は
、
年
齢
あ
る
い
は
発

達
に
不
釣
り
合
い
な
注
意
力
、
ま

た
は
衝
動
性
・
多
動
性
を
特
徴
と

し
、
社
会
的
な
活
動
や
学
校
生
活

を
営
む
上
で
著
し
い
困
難
を
示
す

障
害
で
す
。

◆
高
機
能
自
閉
症

　
高
機
能
自
閉
症
と
は
、
通
常
の

自
閉
症
の
症
状
で
あ
る
、
他
人
と

の
社
会
的
関
係
の
形
成
の
困
難

さ
、
言
葉
の
発
達
の
遅
れ
、
興
味

や
関
心
が
狭
く
特
定
の
も
の
に
こ

だ
わ
る
行
動
の
う
ち
、
知
的
発
達

の
遅
れ
を
伴
わ
な
い
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

◆
健
常
者
の
理
解

　
特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
、
大

切
な
こ
と
は
、
健
常
者
が
「
す
べ

て
の
障
害
者
は
、
個
人
の
尊
厳
が

重
ん
じ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ

わ
し
い
処
遇
を
保
障
さ
れ
る
権
利

を
有
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
に

立
ち
、
障
害
者
と
接
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

【
シ
リ
ー
ズ
を
終
え
て
】

　
変
わ
り
ゆ
く
教
育
の
姿
の
一
端

を
、
９
回
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
光
市

の
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
発
達
・

成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち

は
、
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
行

動
を
起
こ
せ
ば
い
い
の
か
、
今
一

度
、
一
緒
に
考
え
た
い
も
の
で

す
。(

文
責
　
教
育
開
発
研
究
所)
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4月前半

木
 9

水

水
15

日
12

土
11

金
10

月
13

 1

火
14

木
 2

金
 3

土
 4

日
 5

月
 6

火
 7

水
 8

買い物には、マイバッグを持って行くことを忘れないようにしようね。 

0.25

0.08
1.02

0.50

1.24
0.37
0.06
1.20

2

18.1 0.5 4.7

23.3
834

2

-13

●心配ごと・人権相談（10時～、大和支所）
●育児・1歳児お誕生・歯の健康相談、成人歯科
健診（13時30分～、あいぱーく光）

●年金相談（9時30分～、市役所）
●零美会展（15日まで、文化センター）

●夜間庭園～さくら坂～（18時～、冠山総合公
園・同園オートキャンプ場）

●三島さくら祭（9時～、三島公民館駐車場）
●ど素人のキャンプ料理教室（10時～、冠山総
合公園オートキャンプ場）
●ひかるちゃんの桜まつり（10時～、浅江・西
河原緑地公園）

●人権相談（10時～、あいぱーく光）
●大和江康之水彩画展（5月10日まで、ふるさと
郷土館）

●犬の登録と予防注射（18日まで、各接種会
場）
●夜間収納相談窓口（20時まで、市役所）

●弁護士無料法律相談（9時～、市役所）
●離乳食教室（13時～、あいぱーく光）

●健康・育児・1歳児お誕生・歯の健康相談、お
もちゃ移動広場（9時30分～、大和公民館）



32広報ひかり　平成21年3月25日

人のうごき【2月28日現在】 
総　　人　　口 
外国人登録人口 

55,010（24） 
384（ -4） 

男　26,223（15） 
男　 　168（ -1） 

女　28,787（ 9） 
女　 　216（-3） 

世帯数　22,762（20） 
世帯数　 　266（ -4） 

※総人口・世帯数には外国人登録を含む 

※(　)内は前月からの増減を示しています。 

発
行
・
光
市
政
策
企
画
部
　
〒
７
４
３
―
８
５
０
１
　
山
口
県
光
市
中
央
六
丁
目
一
番
一
号
　
　
０
８
３
３
（
７
２
）
１
４
０
０
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http

://w
w
w
.city.hikari.lg

.jp
/

確
か
な
実
感

　
　
　
　
　
元
気
・
安
心
・
幸
せ

　『光のあるくロードマップ』はpart1～西日本250
万歩の旅～、part2～東日本300万歩の旅～、part3～
北海道300万歩の旅～、part4～紀伊半島・四国300万
歩の旅～、part5～九州250万歩の旅～の5種類あり、
ウォーキング歩数で日本一周1400万歩をまわりま
す。
　ウォーキングは「いつでも　だれでも　どこで
も」できる運動です。運動不足を感じている人、
ウォーキングに目標のほしい人など、健康づくりの
ために参加してみませんか。
■参加方法
　健康増進課窓口（あいぱーく光）にあるウォーキ
ングラリー登録票に必要事項を記入の上、お申し込

みください。「光のあるくロードマップpart１～西
日本250万歩の旅～」とウォーキング手帳をお渡しし
ます。万歩計はご自分で準備してください。
■現在登録者数（平成21年3月10日現在） 377人
■踏破者数　part１～西日本～　　　　　  108人
　　　　　　part２～東日本～　　　　　　75人
　　　　　　part３～北海道～　　　　　　51人
　　　　　　part４～紀伊半島・四国～　　25人
　　　　　　part５～九州～　　　　　　　14人
　　　　　　2周目挑戦中　　　　　　　　   5人

□問合せ　健康増進課（あいぱーく光）
0833(74)3007

　このたび、「自然敬愛都市推進プラン」に定める
「自然とのふれあいによる健康増進」を推進するた
めに、市民ボランティアの協力を得て、光市の美し
い自然環境を体感しながらウォーキングを楽しむこ
とのできる『ひかり環境・健康ウォーキングマッ
プ』を福祉保健部、環境部、教育委員会が共同で作
成しました。
　健康増進課、環境政策課、教育委員会体育課の窓
口に置いています。市内のウォーキングを楽しまれ

る際には、ぜひご活用ください。

□問合せ　健康増進課（あいぱーく光）
0833(74)3007

▼
２
月
24
日

、
第
１
回
光
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
市
川
市
長
か
ら
平
成
21
年
度
の
施

政
方
針
と
予
算
案
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
市
長
は
結
び
に
『
志
　
定
ま
れ
ば
、
気
　

盛
ん
な
り
』
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
伊
藤
博
文
公
が
師
と
仰
い
だ
吉

田
松
蔭
の
言
葉
で
「
や
ろ
う
と
い
う
決
心
が

あ
れ
ば
、
何
事
も
必
ず
実
現
さ
れ
る
」
と
い

う
意
味
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
不

退
転
の
決
意
で
取
り
組
む
意
思
を
表
し
た
も

の
で
す
。
▼
経
済
が
急
激
に
悪
化
し
、
財
政

環
境
の
先
行
き
が
極
め
て
不
透
明
な
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
「
対
話
」
を
通
し
て
築

く
「
人
の
輪
」
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
が

元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

ま
さ
に
「
や
さ
し
さ
」
を
実
感
で
き
る

『
人
に
や
さ
し
く

「
わ
」
の
ま
ち
ひ

か
り
』
の
実
現
に

向
け
、
職
員
一
同

頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。


